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浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に

　
　
救
急
搬
送
用
へ
リ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
床
面
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
石
見
神
楽
の
鍾
馗
で
使
わ

れ
る
「
茅ち

の

わ

野
輪
」
を
モ
チ
ー
フ
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
茅
野

輪
は
、
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
り
疫
病

を
祓
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
浜
田

医
療
セ
ン
タ
ー
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
発
着
す
る
た

び
に
、
患
者
の
病
気
・
災
い
が
清

め
ら
れ
る
願
い
を
込
め
て
描
か
れ

た
も
の
で
す
。

　

県
西
部
の
中
核
病
院
で
あ
る
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
に
、
こ
の
た
び
救
急
搬
送
用
ヘ

リ
ポ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
概
要

設
置
場
所

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
棟
西
側

の
敷
地
内

規
模離

着
帯
の
大
き
さ　

約
21
ｍ
四
方

離
着
帯
の
高
さ　
　

約
15
ｍ

設
備

・
夜
間
離
着
陸
用
照
明
設
備

・
風
向
指
示
器
の
整
備

・
天
候
監
視
用
カ
メ
ラ
（
２
方
向
）

・
災
害
時
物
資
の
備
蓄
倉
庫

利
用
で
き
る
ヘ
リ
の
種
類

・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

・
島
根
県
防
災
ヘ
リ

・
島
根
県
警
察
航
空
隊
ヘ
リ

・
第
八
管
区
海
上
保
安
部
ヘ
リ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
…

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、医
療
機
器
及
び
医
薬
品
を
装
備
し
、

救
急
専
門
医
療
チ
ー
ム
（
医
師
・
看
護
師
な
ど
）
が
搭
乗
し

て
直
接
救
急
現
場
に
向
か
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
救
急
医
療

用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。

　

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
医
師
が
患
者
に
接
触
す
る
ま
で
の

時
間
短
縮
が
図
ら
れ
、
病
院
に
到
着
し
な
い
と
で
き
な
か
っ

た
医
療
的
処
置
を
現
場
で
行
え
る
こ
と
で
す
。こ
れ
に
加
え
、

今
回
整
備
さ
れ
た
敷
地
内
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
救
急
車
な
ど
を
介
す
こ
と
な
く
、
現
場
か
ら
直
接
迅

速
に
搬
送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
県
東
部
及
び
広
島
市

な
ど
へ
の
緊
急
を
要
す
る
転
院
搬
送
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
県
西
部
の
救
急
医
療
体
制
の
充

実
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
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広島へリポート
（拠点病院：広島大学病院・県立広島病院）

島根県立中央病院

山口大学医学部附属病院

　

島
根
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
平
成
23

年
６
月
か
ら
、
島
根
県
立
中
央
病
院
を
拠

点
と
し
て
運
航
が
開
始
さ
れ
、
現
在
で
は

中
国
地
方
５
県
全
て
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
５
県
が
、県
境
の
隔
た
り
な
く
、

救
急
現
場
か
ら
最
も
近
い
拠
点
の
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
出
動
さ
せ
る
と
い
う
、
全
国
で

も
先
進
的
な
協
定
を
締
結
し
、
さ
ら
に
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
救
急
医
療
体
制
が
構

築
さ
れ
ま
し
た
。

　

浜
田
市
の
場
合
、広
島
ヘ
リ
ポ
ー
ト（
広

島
市
西
区
）
を
拠
点
に
し
て
い
る
広
島
県

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
最
も
近
く
、
出
動
要

請
か
ら
約
20
分
で
救
急
現
場
に
到
着
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

県
西
部
で
唯
一
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
併
設
し
、
多
く
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
離
発
着
場
と
な
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
は
、
市
民
の
救
命
率
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

活
用
は
、
広
域
連
携
も
追
い
風
と
な
り
、

４
月
１
日
の
運
用
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
、

４
月
に
７
件
、
５
月
に
９
件
あ
り
、
昨
年

度
１
年
間
の
実
績
を
大
き
く
上
回
る
見
込

み
で
す
。

中
国
地
方
５
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

　
　
　

広
域
連
携
と
こ
れ
か
ら
の
期
待

　

中
山
間
地
域
を
含
め
、
広
大
な
面
積
を
持
つ

浜
田
市
の
医
療
は
、
医
療
機
関
（
病
院
・
医
科

歯
科
診
療
所
・
薬
局
）・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
消
防
署
の
救
急
隊
な
ど
多
く
の
関
係
者
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
医
療
資
源
に
は
、
限
り
が
あ

り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

ふ
だ
ん
か
ら
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
は
、「
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
を

守
り
育
て
る
条
例
」
を
制
定
し
、
医
療
者
・
地

域
住
民
・
企
業
・
行
政
の
役
割
を
明
記
す
る
と

と
も
に
、「
浜
田
の
地
域
医
療
を
守
る
会
」
を

市
内
の
関
係
団
体
で
組
織
し
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

浜
田
の
医
療
体
制
を
守
り
続
け
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
次
の
こ
と
を
意
識
し
、
限
り
あ
る
医

療
資
源
を
市
民
み
ん
な
の
力
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

市
民
に
で
き
る
医
療
を
守
る
た
め
の

３
つ
の
行
動

・
日
頃
の
健
康
管
理
を
行
っ
て
く
れ
る
身
近
な

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
病
気
の
予
防
と
健
康
づ
く
り
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

・
診
察
を
受
け
た
と
き
は
、
医
師
や
看
護
師
な

ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対
策
係

（
☎
�
９
３
１
０
）

【浜田医療センターのドクターヘリなど利用実績】
平成23年度 平成24年度 平成25年度

患者搬入 3 19 34

転院搬送 9 2 4

計 12 21 38
※ 平成23年６月運用開始
※ 広島県との広域連携は平成25年５月１日運用開始

限
り
あ
る
医
療
資
源
を
、

　
市
民
み
ん
な
の
力
で
守
り
ま
し
ょ
う

【ドクターヘリの広域連携による出動範囲】
島根県　→　鳥取県・広島県
広島県　→　島根県
山口県　→　島根県



広報はまだ：平成26年７月号　　　 4

　

６
月
16
日
に
、
平
成
26
年
度
市

民
税
非
課
税
の
お
知
ら
せ
に
併
せ

て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対

象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
の
世
帯

主
あ
て
に
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

　

内
容
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
申

請
書
に
記
載
の
給
付
対
象
者
が
給

付
金
を
受
け
る
資
格
を
満
た
し
て

い
る
場
合
は
、
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
（
切
手
不
要
）
で
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
日　
10
月
31
日
㈮

※　

世
帯
の
代
表
者
（
申
請
者
）

が
給
付
対
象
者
全
員
の
委
任
を

受
け
て
、
給
付
金
の
申
請
・
受

給
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

世
帯
の
代
表
者
（
申
請
者
）

の
指
定
さ
れ
た
口
座
に
給
付
金

を
振
り
込
み
ま
す
。

※　

給
付
金
の
申
請
に
、
添
付
書

類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
添
付
書
類

を
そ
ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類

が
な
い
場
合
は
、
給
付
金
の
支

給
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

申
請
内
容
を
審
査
す
る
た
め
、

給
付
金
の
振
込
ま
で
２
か
月
程

度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
税
の
課
税
状
況
や

扶
養
の
有
無
な
ど
、
税
に
関
す
る

個
人
情
報
に
つ
い
て
、
電
話
で
の

お
問
い
合
わ
せ
に
は
回
答
で
き
ま

せ
ん
。

給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
の
現
金
自
動
預
け

払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
臨

時
福
祉
給
付
金
の
給
付
の
た
め
、

手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る

こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

・
臨
時
福
祉
給
付
金
実
施
本
部

（
☎
�
８
５
８
８
）

【
第
２
東
分
庁
舎
１
階
（
市
役

所
駐
車
場
法
務
局
側
）】

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　今年も暑い夏がやってきました。水遊びや花火
などアクティブな活動が増える季節です。そんな
夏を楽しみにしていた皆さんも多いでしょう。
　夏が苦手な私は、暑さにへとへとな状態です。
少しでも暑さから逃れようとカキ氷やそうめんな
ど冷たいものに、ついつい手を伸ばしています。
韓国では冷たい ｢冷

ネンミョン

麺｣ や ｢パッビンス(餡子や
果物・おもちなどをトッピングして食べる韓国風
カキ氷)｣ の力を借りて暑さを冷ましていました。
　しかし、暑いからといって冷たいものばかり食
べてしまうと逆にお腹をこわしてしまいますよね。
　夏は暑さに疲れ、気力が弱まり体調を崩しやす
い季節でもあります。そのため、日本では土用の
丑の日に ｢ウナギ｣ を食べることで夏バテを予防
し、気力を補う習慣があると聞きました。韓国に
も夏を健康に乗り切るため栄養食を食べる ｢伏

ボ ク ナ ル

日
｣ があります。しかも３日もあります。｢伏日｣
は夏至以降、最も暑い時期、陰陽五行によって10
日間隔で決まります。今年は７月18日が ｢初

チ ョ ボ ク

伏｣、
７月28日が ｢中

チュンボク

伏｣、８月７日が ｢末
マ ル ボ ク

伏｣ です。
この３日を合わせて ｢三

サ ム ボ ク

伏｣ といいます。その日
には主に ｢参

サ ム ゲ タ ン

鶏湯｣ を食べます。｢参鶏湯｣ とは
丸１匹の若鶏のお腹に、もち米・ナツメ・にんに

く・高麗人参などをつめ、２時間近くじっくりと
煮込んだ韓国の代表的なスタミナ料理です。
　韓国には ｢以熱治熱｣ という言葉があります。
熱をもって熱を癒すという意味です。この言葉の
ように夏の暑さを癒すため ｢伏日｣ にあえて熱い
スープの ｢参鶏湯｣ を食し、良い汗を流すことで
暑さを癒すのです。実際「参鶏湯」には、高たん
ぱく質の若鶏はもちろん、高麗人参・ナツメなど
新陣代謝を活性化してくれる漢方薬材が入ってい
るので夏バテ予防にはもってこいの食べ物です。
　今年の土用の日には ｢ウナギ｣ 又は ｢参鶏湯｣
パワーでこの夏を健康に乗り切りましょう。

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
案
内
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
送
り
し
て
い
ま
す

以
イ

熱
ヨ ル

治
チ

熱
ヨ ル

 ― 熱をもって暑を乗り切る
浜田市国際交流員　金

き む

　恩
お ん

志
じ
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　浜田市では、平成17年10月の市町村合併に際
し、「浜田那賀方式自治区」制度を導入して、
まちづくりを進めています。
　この制度は、旧市町村ごとに「自治区」を置き、
地域住民の意見を反映しながら、それぞれの地
域において特色ある「地域の個性を活かしたま
ちづくり」が継続して実施できる仕組みとした
もので、“当面10年間”の制度となっています。
　このため、次期「自治区制度」の方針決定に
向けて「自治区長」や「地域協議会」・「自治区

予算」・「本庁・支所体制」などについて市民の
皆さんからご意見を伺うため、下記の日程で「自
治区制度公聴会」を開催します。
　多くの市民の皆さんにご参加いただき、より
良い制度となるよう一緒に考えてみましょう。

自治区 日　程 時　間 会　場

浜田自治区

７月22日㈫

午後７時～９時

石見公民館
７月23日㈬ 周布公民館
８月１日㈮ 浜田公民館
８月８日㈮ 国府公民館

金城自治区 ７月19日㈯ みどりかいかん
旭自治区 ７月１日㈫ 旭センター
弥栄自治区 ７月８日㈫ 弥栄会館
三隅自治区 ７月12日㈯ 午後２時～４時 三隅中央会館

※　都合の良い会場へお越しください。

公聴会開催日程

　各自治区に、自治区長・地域協議会・各自治区
の事務所を置き、自治区予算（地域振興基金と投
資的経費配分枠）によって、地域の個性を活かし
たまちづくり（自治区事業）が実施できる仕組み
です。
①自治区長とは…
　自治区事業の執行や政治的レベルの調整を図る
ため、各自治区に自治区長（副市長）を配置して
います。
②地域協議会とは…
　市長の諮問に応じ、当該自治区の重要施策や自
治区事業について審議・答申する組織で、各自治
区15人以内で構成しています。
③自治区の事務所とは…
　自治区事業が実施できるよう、本庁・支所を自
治区の事務所として職員を配置しています。

問い合わせ先
本庁政策企画課企画係（☎�９２００）
金城支所自治振興課　（☎�１２３４）
旭支所自治振興課　　（☎�１４３３）
弥栄支所自治振興課　（☎�２１１１）
三隅支所自治振興課　（☎�２８０１）

浜田自治区

金城自治区

旭自治区

弥栄自治区三隅自治区

自治区制度公聴会を開催します
－　市民の皆さんのご意見を伺います　－

浜田那賀方式自治区制度の概要
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　今年１月15日から29日まで縦覧しました浜田都市計
画用途地域の変更案について、修正を行いましたので
再度縦覧します。
　土地利用動向などを勘案し、既成市街地の良好な環
境の維持・向上及び将来のあるべき土地利用の実現を
図るために変更するものです。
縦覧期間　７月15日㈫～29日㈫（土・日・祝日を除く。）

午前８時30分～午後５時
縦覧場所及び意見書の提出先　本庁建設企画課

意見書の提出方法　案について意見のある市民及び利
害関係のある人は、縦覧期間中に意見書を提出する
ことができます。意見書を提出する人は、意見書に
氏名及び住所（法人は、名称及び主たる事務所の所
在地）を記載してください。住所又は主たる事務所
の所在地が、浜田市と異なる場合は、利害関係の内
容も記載してください。

問い合わせ先
本庁建設企画課都市計画係（☎�９６０１）

変　更　箇　所　位　置　図

現在地番界などとなっている境界を、明確
な地形地物である道路境界に変更する。

①

箇　所　別　図

①長沢町周辺：1.6ha
　１低（80/50）→１中高（200/60）

山林部分は、開発可能性などを考慮して暫
定的な用途地域としている。開発圧力は低
くなっているため、容積率・建ぺい率を変
更し、既存集落の永続的な土地利用及び集
約型市街地の形成に向けた誘導を図る。

②

②生湯町周辺：95.6ha
　１低（80/50）→１低（100/60）

浜田駅周辺で準工業地域を指定しているが、
商業系土地利用への転換が多くなっている。
本地域は、駅周辺で本市の玄関口として高
度利用を促進する必要性が高いことから、
商業系用途地域に変更する。

③

③ＪＲ浜田駅北側：16.9ha
　近商（300/80）
　準工（200/60）→商業（400/80）

商業地域などの指定を都市計画道路界とし
ていたが、都市計画道路の廃止により境界
が不明確になったため、地形地物などの明
確な境界に変更する。

④ ④京町周辺：2.0ha
　　　　　　　　　１住（200/60） 
　　　　　　　　→近商（300/80）
　　　　　　　　　商業（400/80）

近商（300/80）
商業（400/80）

国道９号沿道で、第１種住居地域を指定し
ているが、周辺の国道９号沿道は準工業地
域が指定されているため、周辺との整合を
図るため準工業地域に変更する。

⑧

⑧長浜町周辺：1.5ha
　１住（200/60）→準工（200/60）

浜田川下流の国道９号北側で準工業地域を
指定しているが、国道９号沿道に大規模な
店舗が立地するなど商業系土地利用への転
換が進んでいるため、商業系用途地域に変
更する。山林部分は、②地区と同様の理由
により容積率・建ぺい率を変更する。

⑤⑥ ⑤港町周辺①：5.4ha
　準工（200/60）→近商（300/80）

⑥港町周辺②：13.6ha
　１低（80/50）→１低（100/60）

浜田漁港周辺で土地利用を勘案して準工業
地域などを指定していたが、後背部は住宅
に特化した土地利用となっている。今後も
これらの居住環境を保全するため住居系用
途地域に変更する。

⑦

⑦元浜町周辺：3.4ha
　近商（300/80）　１住（200/60）
　準工（200/60）　近商（300/80）→

浜田都市計画用途地域の変更
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(t-CO₂)
15,000

二酸化炭素排出量

H22

10,000

5,000

0
H24 H25（年度）

　

三
隅
都
市
計
画
公
園
の
変
更
案

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
縦
覧
し
ま

す
。

　

三
隅
公
園
に
つ
い
て
、
公
園
へ

の
円
滑
な
交
通
の
確
保
と
住
民
の

憩
い
の
場
と
な
る
身
近
な
公
園
の

整
備
を
図
る
た
め
、
区
域
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

縦
覧
期
間

７
月
15
日
㈫
～
29
日
㈫
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
。）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
及
び
意
見
書
の
提
出
先

三
隅
支
所
建
設
課
又
は
本
庁
建

設
企
画
課

意
見
書
の
提
出
方
法

　

案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
市
民

及
び
利
害
関
係
の
あ
る
人
は
、
縦

覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見
書
を
提

出
す
る
人
は
、
意
見
書
に
氏
名
及

び
住
所
（
法
人
は
、
名
称
及
び
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
又
は
主
た

る
事
務
所
の
所
在
地
が
、
浜
田
市

と
異
な
る
場
合
は
、
利
害
関
係
の

内
容
も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

三
隅
支
所
建
設
課
施
設
係

（
☎
�
２
８
０
５
）

　「浜田地区広域行政組合において浜田市の条例を
準用する条例」第１条第２号（情報公開に関する事
項）及び同条第３号（個人情報保護に関する事項）
の規定に基づき、平成25年度の各制度の運用状況を
公表します。

　平成24年３月に策定した「浜田地区広域行政組合
地球温暖化対策実行計画」により、自らの事務及び
事業に関して温室効果ガス排出削減などの取組を推
進しています。
計画期間　平成24年度～28年度
対象とする温室効果ガス　二酸化炭素（ＣＯ₂）
削減目標　二酸化炭素排出量を、平成28年度までに

平成22年度（基準年度）比で６％削減

　平成25年度の温室効果ガス排出量と実行計画の進
捗状況を公表します。なお、表の数値は、使用した
燃料を二酸化炭素排出量に換算したものです。

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課業務係
（☎０８５５�５０８１）

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

１　情報公開条例の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

5 1 1 1 2
⑵　不開示理由　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

不開示該当規定 件数

第７条

第１号　法令秘情報 1
第２号　個人情報 1
第５号　審議・検討・協議情報 1
第６号　事務事業情報 1

文書不存在 1
※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上
しています。

２　個人情報保護条例の運用状況
⑴　開示請求　　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

請求件数
決定区分

取下げ
全部開示 部分開示 不開示

6 5 1 － －
⑵　不開示理由　　　　　　　　　　　　　（単位：件）

不開示該当規定 件数
第16条 第３号　開示請求者以外の個人情報 1

⑶　訂正請求・利用停止請求　　なし

二酸化炭素排出量の推移　　　　　　　　(単位：t-CO₂)
平成22年度
（基準年度）

平成24年度
（計画初年度） 平成25年度

二酸化炭素
排出量 10,694.20 8,658.60 11,301.88

基準年度と
の増減（％） － △ 19.03 5.68

※　比較のため、二酸化炭素排出係数は、平成22年度（基
準年度）の係数を使用しています。

※　可燃ごみ焼却に伴う排出量を含みます。

三
隅
都
市
計
画
公
園
の

変
更

広域圏だより
浜田市・江津市

浜田地区広域行政組合

広域行政組合の情報公開条例・個人情報保護条例の運用状況

広域行政組合の温室効果ガス抑制実行計画進捗状況
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心
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業

地
域
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険
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医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
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活
・
環
境
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宅

人　
　
　

権
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務
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納
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健
康
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子

育
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対
象　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に

居
住
又
は
勤
務
す
る
人
で
、
新

た
に
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人

講
習
日　
８
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮

場
所　
益
田
市
立
水
防
セ
ン
タ
ー

（
益
田
市
中
島
町
）

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　
６
、
１
７
０
円

申
込
期
間

　

７
月
７
日
㈪
～
28
日
㈪

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

直
接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
日
本
防
火
・

防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
消

防
本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所

に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
２
５
５
・

▢FAX
０
８
５
２
�
７
２
９
１
）

http://w
w
w
.syoubounet.

jp/shim
ane/

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３
‐
３
５
９
１
‐
７
１

２
１
・
▢FAX
０
３
‐
３
５
９
１
‐

７
１
３
０
）

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

　

７
月
11
日
㈮
か
ら
25
日
㈮
ま
で

「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

夏
季
の
行
楽
な
ど
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
、
夏
特
有
の
解
放
感
や

暑
さ
か
ら
く
る
疲
れ
な
ど
か
ら
、

交
通
事
故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
心
掛
け
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
安
心
な
浜
田
市
の
実
現

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
過
労
・
脇
見
運
転
の
防
止

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
で
は
、
昭
和
58
年
７
月
20
日

か
ら
23
日
に
か
け
て
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
「
山
陰
豪
雨
災

害
」
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

子
々
孫
々
に
伝
え
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
毎

年
７
月
23
日
を「
市
民
防
災
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
災

害
へ
の
備
え
を
充
実
強
化
し
て
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
防
災
の
日
に
は
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
人
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
日　
７
月
23
日
㈬

放
送
開
始
時
刻

浜
田
・
金
城
・
旭
・
弥
栄

　

午
後
０
時
５
分
頃

三
隅

　

午
前
７
時
頃

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
地
域
防
災
計
画

（
修
正
案
）

※　

内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
shim

ane.jp/w
w
w
/gene/00

00000000000/10001700

10597/index.htm
l

募
集
期
間

　

７
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭（
必
着
）

提
出
方
法　
指
定
の
様
式
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
又
は

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

提
出
の
際
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を

「
浜
田
市
地
域
防
災
計
画
（
修

正
案
）
に
係
る
意
見
」
と
し
、

指
定
の
様
式
を
添
付
し
て
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

指
定
の
様
式
は
、
本
庁
安
全

安
心
推
進
課
及
び
各
支
所
自
治

振
興
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　

殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
１
２
２

　

・
▢FAX
�
１
８
６
６
）】

Em
ail:anzen-anshin@

city.
ham

ada.shim
ane.jp

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

を
実
施
し
ま
す

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

７
月
23
日
は

「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

募
集
し
ま
す
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７月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
１ 火 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
２ 水 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
３ 木 蛭子町、栄町、片庭町
４ 金 港町１～４
７ 月 京町、高田町、清水町、真光町
８ 火 原町、瀬戸見町、元浜町
９ 水 原井町
10 木 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
11 金 長沢町１
14 月 長沢町２～５・７・８
15 火 生湯町１～４
16 水 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地
17 木 浅井町４～６
18 金 浅井町１～３、黒川町１・２
22 火 黒川町３～７
23 水 相生町１～３
24 木 相生町３・４、竹迫町
25 金 杉戸町、笠柄町
28 月 熱田町６～10
29 火 熱田町11～13
30 水 熱田町14、内田町
31 木 長浜町１～８
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連絡
で土曜日に実施することがあります。

（本庁環境課くらしと環境係）

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
使
っ

て
も
ら
え
る
駐
車
場
」
に
す
る
た

め
、
市
営
有
料
駐
車
場
（
栄
町
・

駅
前
・
道
分
山
立
体
）
の
使
用
料

を
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

改
定
日　
７
月
１
日
㈫

改
定
内
容

⑴　

１
日
あ
た
り
の
上
限
額
を
、

１
、
６
０
０
円
に
値
下
げ
し
ま

す
。

⑵　

駅
前
駐
車
場
と
道
分
山
立
体

駐
車
場
の
一
般
駐
車
支
払
額

を
、
１
０
０
円
安
く
し
ま
す
。

⑶　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
者

は
、
一
般
の
半
額
（
１
０
０
円

未
満
切
捨
て
）
に
し
ま
す
（
駅

前
・
道
分
山
立
体
）。

⑷　

道
分
山
立
体
駐
車
場
の
定
期

駐
車
使
用
料
を
、
月
額
１
２
、

０
０
０
円
に
値
下
げ
し
ま
す
。

※　

満
車
で
駐
車
場
を
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
財
産
管
理
課
管
財
係

（
☎
�
９
１
４
０
）

日
時　
７
月
10
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

参
加
予
定
機
関　
松
江
地
方
法
務

局
・
浜
田
河
川
国
道
事
務
所
・

島
根
県
・
浜
田
市
・
弁
護
士
・

司
法
書
士
・
行
政
書
士
・
行
政

相
談
委
員
・
島
根
行
政
評
価
事

務
所

※　

弁
護
士
へ
の
相
談
は
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
６
月
30

日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
予
約

を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課

（
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０
）

　

子
ど
も
た
ち
の
「
身
近
な
環
境

に
つ
い
て
、
知
り
た
い
、
や
り
た

い
」
を
応
援
し
ま
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
っ
て
？

　

自
然
観
察
や
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
活
動
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
が
興
味
・
関
心

の
あ
る
身
近
に
で
き
る
環
境
活
動

に
取
り
組
む
ク
ラ
ブ
で
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
な
る
と
、

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

○
活
動
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
が
も
ら

え
ま
す

　

活
動
に
役
立
つ
環
境
記
録
シ
ー

ト
（
エ
コ
ロ
グ
）
や
、
環
境
情
報

や
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
様
子

な
ど
を
掲
載
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
が
も
ら
え
ま
す
。

○
自
分
た
ち
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
で
き

ま
す

　

自
分
た
ち
の
活
動
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
多
く
の
人
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
れ
ま

す
　

活
動
報
告
を
す
る
と
「
ア
ー
ス

ス
タ
ン
プ
」
が
も
ら
え
、
５
個
集

め
る
と
ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
認
定

証
が
も
ら
え
ま
す
。

○
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

登
録
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
自
動

的
に
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
さ
れ

ま
す
。

活
動
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？

①
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
登
録

（
登
録
料
・
年
会
費
無
料
）

　

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
（
３
歳

～
18
歳
）
と
、
活
動
を
支
え
る
大

人
（
20
歳
以
上
）
を
集
め
、
こ
ど

も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
ま
す
。

　

登
録
は
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
す
る
か
、

事
務
局
に
登
録
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
メ
ン
バ
ー
１
人
か
ら

で
も
登
録
で
き
ま
す
。

②
活
動
ス
タ
ー
ト

　

身
近
に
で
き
る
、
自
分
た
ち
の

興
味
が
あ
る
環
境
活
動
に
自
由
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
報
告
す
る
（
報
告
す
る
・
し
な

い
は
自
由
）

　

活
動
を
報
告
す
る
と
、
専
門
の

先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
ア
ー

ス
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
ま
す
。

　

報
告
は
、
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
事
務
局
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.j-ecoclub.jp/

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
地
方
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

生
活
・
環
境

市
営
有
料
駐
車
場
の
使
用
料

を
値
下
げ
し
ま
す

浜
田
合
同
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
参
加

ク
ラ
ブ
を
募
集
し
て
い
ま
す



広報はまだ：平成26年７月号　　　10

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
８
月
分
の
電
気
使
用
量
が
前

年
同
月
に
比
べ
９
％
以
上
削
減
で

き
た
家
庭
に
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

熱
中
症
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
な
が
ら
、
各
家
庭
で
工

夫
し
な
が
ら
節
電
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

対
象　
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人

・
浜
田
市
民
で
、
家
庭
の
電
気
使

用
者
と
な
っ
て
い
る
人

・
８
月
分
の
電
気
使
用
量
を
、
前

年
同
月
と
比
べ
て
９
％
以
上
削

減
し
た
人

※　

ど
ち
ら
の
使
用
量
も
電
気
使

用
量
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

対
象
検
針
票　
電
器
使
用
量
の
８

月
分
と
し
て
請
求
さ
れ
た
も
の

申
請
期
間

　

９
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

募
集
人
数　
先
着
１
０
０
人

景
品　
ペ
ッ
ト
プ
ラ
用
ご
み
袋

（
家
庭
用
１
ロ
ー
ル
）

申
請
方
法　
８
月
分
の
電
気
使
用

量
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
コ
ピ
ー

不
可
）。

※　

電
気
使
用
者
と
同
一
世
帯
の

代
理
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

※　

削
減
率
は
、
あ
ら
か
じ
め
計

算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
本
庁
環
境
課
及
び
各
支

所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私
た

ち
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
る
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
間
違
っ

た
飼
い
方
を
し
て
い
る
た
め
に
、

た
く
さ
ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、
犬
・
猫

な
ど
の
飼
い
方
や
し
つ
け
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、
人
と
動

物
が
共
に
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
一
層
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

　

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

公
共
の
場
で
は
、犬
は
鎖
（
綱
）

で
つ
な
い
で
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
室
内
犬
も
外
に
放
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

　

で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

猫
の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
れ

ば
室
内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

放
し
飼
い
に
よ
り
、
交
通
事
故
に

遭
う
猫
が
多
い
、
猫
の
庭
な
ど
へ

の
侵
入
を
快
く
思
わ
な
い
人
が
多

い
、
フ
ン
尿
を
さ
れ
て
と
て
も
不

衛
生
な
ど
、
困
っ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い

　

野
良
猫
は
一
度
餌
付
け
を
す
る

と
、
そ
の
場
所
に
住
み
着
い
て
大

繁
殖
し
ま
す
。餌
を
与
え
る
な
ら
、

猫
が
増
え
な
い
よ
う
に
不
妊
去
勢

手
術
を
す
る
こ
と
、餌
場
の
掃
除
・

片
付
け
を
す
る
こ
と
な
ど
、
責
任

を
持
っ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
ら
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

餌
付
け
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　道路沿いに散らばるたばこの吸い殻、空き地に捨てら
れた空き缶やペットボトルなど、ごみのポイ捨てが後を
絶ちません。
　一人ひとりが公共のマナーを守り、誇れる「美しい浜
田市」を目指して、皆さんのご協力をお願いします。

※　不法投棄をした場合、５年以
下の懲役又は１千万円（法人に
は３億円まで加重ができる）以
下の罰金など、厳しい罰則が設
けられています。

問い合わせ先
　本庁環境課リサイクル推進係

（☎�９４３０）

ごみのポイ捨て状況

省
エ
ネ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

節
電
く
ら
ぶ
活
動
を
行
い
ま
す

犬
・
猫
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

きれいなまちづくりにご協力をお願いします
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安
全
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業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
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生
活
・
環
境
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宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を

目
的
と
し
て
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
廃
食
用
油
（
使
用
済
み
油
）
を

回
収
し
て
い
ま
す
。

　

廃
食
用
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
と
し
て
再
生
し
、
再
利

用
さ
れ
ま
す
。

回
収
タ
ン
ク
設
置
場
所

浜
田　
市
役
所
東
分
庁
舎
側
駐
車

場
内
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

金
城　
金
城
支
所
駐
車
場
内
古
紙

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
横

旭　

旭
支
所
旭
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
旭
セ
ン
タ
ー
横

弥
栄　
弥
栄
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場

公
用
車
車
庫
横

三
隅　
三
隅
支
所
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス

待
合
所
横

持
込
方
法

・
で
き
る
だ
け
天
か
す
な
ど
は
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

・
回
収
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
タ

ン
ク
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

植
物
性
の
食
用
油
に
限
り
ま

す
。
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
性
や

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
・
灯
油
な
ど

の
石
油
類
は
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
は
処

理
場
に
運
ば
れ
た
後
、
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
処
理
場
を
見
学
し
、
ご
み
の

問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
浜
田
市
在
住
の
人

日
時　
８
月
13
日
㈬　

午
前
８
時

15
分
～
午
後
０
時
45
分

集
合
時
間　
午
前
８
時

集
合
場
所

　

市
役
所
東
分
庁
舎
駐
車
場

定
員　
先
着
20
人

見
学
場
所
コ
ー
ス

①
石
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

②
浜
田
市
不
燃
ご
み
処
理
場

③
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

希
望
者
の
住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

※　

団
体
参
加
は
、
１
組
４
人
ま

で
と
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

【
浜
田
土
建
㈱
募
集
分
】

募
集
期
間

　

７
月
１
日
㈫
～
10
日
㈭

募
集
住
宅

市
営
住
宅

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日　
７
月
下
旬

入
居
時
期　
８
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l
【
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所
募
集
分
】

募
集
期
間

　

７
月
17
日
㈭
～
31
日
㈭

募
集
住
宅

市
営
住
宅

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
営
住
宅

黒
川
団
地
・
浜
田
漁
民
団
地

※　

ほ
か
の
住
宅
も
募
集
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
時
期　
９
月
中
旬

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w
w
.shim

ane-jkk.
jp/chintai/

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

建
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
場
合

に
、
建
築
確
認
申
請
の
手
続
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。

　

都
市
計
画
区
域
内
で
、
建
物
を

建
て
る
（
10
㎡
以
下
の
増
改
築
を

除
く
。）
と
き
は
、
建
築
基
準
法

に
よ
り
工
事
に
着
手
す
る
前
に

「
建
築
確
認
申
請
書
」を
提
出
し
、

確
認
済
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
続
は
、
都
市
計
画
区
域

外
の
一
定
規
模
以
上
な
ど
の
建
物

や
、
準
防
火
地
域
内
の
10
㎡
以
下

の
建
物
で
も
必
要
で
す
。

　

住
宅
な
ど
を
新
築
し
、
完
了
検

査
を
受
け
た
後
に
、
こ
れ
に
附
属

し
た
簡
易
な
物
置
や
物
干
場
を
建

て
る
場
合
も
、
同
様
な
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

手
続
を
し
な
い
で
工
事
を
す
る

と
、
建
築
基
準
法
違
反
と
な
り
、

是
正
の
指
導
や
命
令
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

建
築
工
事
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　

10
㎡
を
超
え
る
建
物
を
新
築
・

増
築
・
改
築
・
移
転
す
る
場
合
に

は
、
都
市
計
画
区
域
外
の
建
物
で

も
、
建
築
工
事
届
の
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
０
）

※　このような簡易な物干場な
どでも前記の条件であれば申
請が必要です！

廃
食
用
油
を
回
収
し
ま
す

ご
み
処
理
場
施
設
見
学
会

を
実
施
し
ま
す

住
宅

公
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

建
物
を
建
て
る
と
き
に
は

届
出
が
必
要
で
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
で
は
、
農
業
の
核
と
な
る
担

い
手
の
増
加
、
育
成
・
確
保
の
た

め
、
現
状
か
ら
今
後
５
年
以
内
に

規
模
拡
大
な
ど
を
目
指
す
認
定
農

業
者
・
集
落
営
農
組
織
な
ど
の
中

心
的
な
農
業
者
に
集
中
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

対
象
者

⑴　

市
内
の
認
定
農
業
者
及
び
集

落
営
農
組
織
（
法
人
含
む
）
で
、

５
年
以
内
に
、
現
状
か
ら
２
割

以
上
の
生
産
量
増
加
又
は
規
模

拡
大
を
図
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
も
の

⑵　

⑴
以
外
で
、
５
年
後
の
所
得

目
標（
お
お
む
ね
２
５
０
万
円
）

が
達
成
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る

も
の

⑶　

地
域
農
業
の
発
展
に
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
事
業
を
行
う

農
業
者
な
ど
３
人
以
上
で
組
織

す
る
団
体
な
ど
（
生
産
組
合
・

加
工
組
合
な
ど
）

補
助
内
容

農
業
用
機
械
等
整
備
事
業

・
農
業
生
産
に
伴
う
機
械
な
ど
の

整
備
支
援

販
売
力
等
強
化
事
業

・
農
業
に
資
す
る
新
商
品
の
開
発

及
び
販
売
に
要
す
る
支
援

・
集
落
営
農
組
織
へ
の
組
織
化
又

は
法
人
化
に
要
す
る
支
援

補
助
率
及
び
補
助
金
額

農
業
用
機
械
等
整
備
事
業

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
１
／
３

以
内
で
、
１
農
業
者
あ
た
り
１
０

０
万
円
（
認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
組
織
は
２
０
０
万
円
）
を
限
度

と
し
ま
す
。

販
売
力
等
強
化
事
業

　

事
業
に
要
す
る
経
費
の
１
／
２

以
内
で
、
１
農
業
者
あ
た
り
10
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

７
月
11
日
㈮
～
８
月
11
日
㈪

※　

事
業
採
択
に
つ
い
て
は
、
農

業
経
営
改
善
計
画
書
を
作
成
の

上
、
関
係
機
関
で
構
成
す
る
審

査
会
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

※　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
３
５
０
０
）

　

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に
、
中
小

企
業
会
計
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
経
営
力
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
24
日
㈭

　

午
後
２
時
～
４
時
15
分

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階

演
題　
企
業
の
継
続
的
成
長
を
目

指
す
会
計

内
容　
中
小
会
計
要
領
を
活
用
す

る
と
、
ど
の
よ
う
に
企
業
に
プ

ラ
ス
に
な
る
か
、
事
業
計
画
の

策
定
な
ど

講
師　
近
重
勉
さ
ん
（
近
重
勉
税

理
士
事
務
所
所
長
）

定
員　
60
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
17
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
商
工
会
議

所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
商
工
会
議
所
商
工
振
興
係

（
☎
�
３
０
２
５
・
▢FAX
�
５
４

０
０
）

　

市
で
は
、
元
気
な
浜
田
を
つ
く

る
た
め
に
、
女
性
や
若
者
・
シ
ニ

ア
の
人
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
す
。第
一
弾
と
し
て
、

女
性
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

１
回
目

日
時　
７
月
12
日
㈯

　

午
後
２
時
～
６
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
回
目

日
時　
７
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
浜
田
公
民
館

３
回
目

日
時　
７
月
26
日
㈯

　

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
回
目

日
時　
７
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
回
目

日
時　
８
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※　

日
時
・
場
所
は
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
全
５
回
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
な

り
ま
す
の
で
、
参
加
す
る
人
は

原
則
全
て
の
回
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

定
員　
先
着
30
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
10
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
本
庁
産
業
政
策

課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
産
業
政
策
課
商
工
係

（
☎
�
９
５
０
１
・
▢ＦＡＸ
�
４
０

４
０
）

産
業
・
地
域
活
性
化

農
業
マ
イ
ス
タ
ー
支
援
事
業

規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業
者

を
支
援
し
ま
す

経
営
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

女
性
の
た
め
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
産
業
振
興
課
と
つ
な
が

り
の
あ
る
バ
イ
ヤ
ー
（
県
内
・
山

陽
・
関
東
・
関
西
）
に
市
内
企
業

の
商
品
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
販

路
拡
大
と
売
上
増
加
を
図
る
た
め
、

「
し
ま
ね
浜
田
の
商
品
リ
ス
ト

（
冊
子
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）」
を

作
成
・
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
ギ

フ
ト
と
し
て
浜
田
産
品
を
贈
り
た

い
人
向
け
に
、
商
品
情
報
や
購
入

方
法
を
紹
介
す
る
冊
子
・
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
も
作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
リ
ス
ト
及
び
冊
子
・
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
掲
載
す
る
商
品
（
食

品
・
民
工
芸
品
）
を
募
集
し
ま
す
。

掲
載
し
た
商
品
は
、
積
極
的
に
バ

イ
ヤ
ー
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介

し
ま
す
。

対
象
企
業

市
内
の
企
業
（
個
人
・
法
人
）

対
象
商
品　
浜
田
の
食
と
民
工
芸

品
な
ど
に
関
す
る
商
品

申
込
締
切
日　
７
月
16
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
振
興
課

（
☎
�
９
５
０
２
）

Em
ail:sangyou-shinkou@

city.ham
ada.shim

ane.jp

　

平
成
25
年
度
に
国
の
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し

て
、
次
の
と
お
り
整
備
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

・
市
道
長
沢
外
ノ
浦
線
法
面
保
護

工
事

・
古
市
場
海
岸
遊
歩
道
整
備
事
業

・
ふ
る
さ
と
体
験
村
維
持
管
理
事

業
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

　

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き

い
き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・

グ
ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む

ね
10
人
以
上
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安

と
な
り
ま
す
。）

対
象
事
業　
10
月
１
日
㈬
～
平
成

27
年
３
月
31
日
㈫
に
実
施
す
る

次
の
事
業

⑴　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　

時
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　

水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円

～
50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

申
込
締
切
日　
７
月
15
日
㈫

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
本
庁
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各

支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
９
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ

ン
タ
ー
内　

公
益
信
託
し
ま
ね

女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４
・

▢FAX
０
８
５
４
�
５
５
８
９
）

国
民
健
康
保
険
料

　

リ
ス
ト
ラ
や
事
業
不
振
な
ど
に

よ
り
、
本
年
（
平
成
26
年
）
中
の

所
得
の
見
込
み
が
前
年
（
平
成
25

年
）
中
の
所
得
に
比
べ
て
激
減
し

て
い
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
は
、
保
険
料
を

減
額
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
主
と
国
保
加
入
者

の
市
民
税
が
非
課
税
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

23
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
均
等

割
額
を
全
額
減
額
し
ま
す
。
対
象

と
見
込
ま
れ
る
世
帯
に
は
、
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

市
民
税
・
県
民
税

　

疾
病
・
失
業
・
廃
業
・
事
業
の

不
振
な
ど
に
よ
り
、
生
活
が
困
窮

し
、
納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、

市
民
税
・
県
民
税
を
減
額
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

古市場海岸遊歩道（三隅町）

「
し
ま
ね
浜
田
の
商
品
リ
ス
ト
」

へ
の
掲
載
商
品
を
募
集
し
ま
す

平
成
25
年
度
に
国
の
交
付
金

事
業
を
活
用
し
て
整
備
を
行

い
ま
し
た

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

税
務
・
納
税

減
免
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
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広報はまだ：平成26年７月号　　　14

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
・
母
の
た
め
の
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
登
録
を
し
た
人
を
対
象

に
、就
労
や
転
職
に
向
け
て
、個
々

の
状
況
・
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
求
人

情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い
、自
立
・

就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

人
は
除
く
。）

受
付
日　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
。）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　
無
料

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
８
月
７
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

　

７
月
24
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　熱中症は、適切な予防をすれば防ぐことができ
ます。熱中症とは、体の中と外の暑さによって引
き起こされる体の様々な不調のことです。気温や
湿度が高いときは、注意が必要です。
　特に子どもは、体温の調節機能が未発達です。
そのため大人に比べ熱中症になりやすくなります。
例えば、ベビーカーの温度は、大人の顔の位置よ
りも約３～４度高く、大人が暑いと感じていると
きは、子どもはさらに高温の環境にいることにな
ります。また、炎天下の車内など、体温より周り
の温度が高くなった場合は、熱の放散がうまくで
きないため、短時間でも熱中症の危険があります。

熱中症の症状

めまい・たちくらみ・のどのかわき・体がだる
い・頭がぼんやりする・頭痛・吐き気・意識が
ない・けいれん　など

熱中症かなと思ったときの対応

①涼しい場所へ避難させましょう。
②衣服をゆるめ、体を冷ましましょう。
③スポーツドリンクなどで水分・塩分を補給しま

しょう。
※　自力で水が飲めない・意識がない場合は、直

ちに救急車を呼びましょう。

熱中症の予防のポイント

①ペットボトルや水筒を持ち歩き、のどが渇
いていなくても、こまめな水分補給をしま
しょう。

②今いる場所の気温や湿度を、こまめに
チェックしましょう。

③暑い場所や高温になる場所に、親の目の届
かない状態で子どもを放置しないようにし
ましょう。

④疲れをためず、適度に休息をとりましょう。
⑤風通しのよい服装で、日よけ対策をしま

しょう。
⑥日頃から栄養バランスのよい食事と体力づ

くりをしましょう。

（弥栄支所市民福祉課）
※　次回８月号は、『健康』についてのコラム

を掲載します。

熱中症を防ぎましょう

子
育
て

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の

た
め
の
就
労
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す



15　　　広報はまだ：平成26年７月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　８月以降のがん検診の日程は、「平成26年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田７月９日㈬

8:30～10:00 浜田保健所
13:30～14:00 石見公民館長見分館

三
隅７月22日㈫ 9:00～11:00 三保公民館

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　７月１日㈫～平成27年２月27日㈮
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　江木医院　７月18日㈮　17:00～19:00
※　前日までに予約が必要です。

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先が
異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成27年２月27日㈮まで
毎週月・水・金曜日、第２・４火曜日
検診当日受付時間　14:00～14:30

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田７月３日㈭

9:00～11:30
浜田保健所

13:00～15:00

金
城

７月４日㈮
9:00～11:30 波佐公民館（ときわ会館）
13:30～15:00 小国公民館（おぐに会館）

７月10日㈭
10:00～11:00 今福公民館（ふれあい会館）
13:00～14:00 美又公民館（みまた会館）

旭７月18日㈮
10:00～11:00 重富生活改善センター
13:00～14:00 都川高齢者活動促進センター

弥
栄７月17日㈭

9:00～11:30 老人福祉センター
13:00～15:00 弥栄会館

三
隅７月31日㈭ 13:30～18:30 三隅保健センター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

　

結
婚
や
育
児
な
ど
で
、
一
度
現

場
を
離
れ
た
歯
科
衛
生
士
の
復
職

を
応
援
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
意
見
交
換
や
相
談
・
質

問
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
現
在
、
休
職
中
で
復
職
を

目
指
す
歯
科
衛
生
士

日
時　
７
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

内
容　
島
根
県
の
現
状
説
明
、
院

内
業
務
（
保
健
指
導
・
歯
周
病
・

滅
菌
消
毒
な
ど
）
に
つ
い
て

定
員　
40
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
８
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
２
７
２
５
）

　

市
で
は
、
看
護
師
の
復
職
支
援

に
向
け
た
講
座
「
潜
在
看
護
師
復

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
リ
タ
ー
ン
・

ナ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

技
術
に
不
安
の
あ
る
医
療
従
事

者
の
技
術
習
得
に
向
け
た
演
習
や
、

医
療
事
故
対
策
、
感
染
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報
を
踏
ま

え
、
看
護
技
術
や
医
療
機
器
の
操

作
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
日

コ
ー
ス
と
２
日
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
復
職
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に

し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
随
時
（
要
望
を
聞
い
て

設
定
し
ま
す
。）

受
講
料　
無
料

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
ラ
ボ
室

※　

１
日
コ
ー
ス
の
場
合
は
、
昼

食
が
必
要
で
す
（
院
内
レ
ス
ト

ラ
ン
が
利
用
で
き
ま
す
）。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係
（
☎
�
９
３
１
０
）

７月各種がん検診の日程

健
康
・
福
祉

歯
科
衛
生
士
復
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

潜
在
看
護
師
復
職
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
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業

地
域
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保
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医
療

年　
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教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成26

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。
・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び各支

所市民福祉課・各公民館にもあります。
※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよう

な服装で受診してください。
※　８月以降の結核検診は、「平成26年度各種健（検）

診日程表」をご覧ください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課健康推進係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　金　城　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

23
日
㈬

9:00～ 9:10 カットサロン勝美前

24
日
㈭

9:30～ 9:40 ドライブイン山女前

25
日
㈮

9:00～ 9:15 今福公民館（ふれあい会館）
9:20～ 9:30 東下久佐集会所 9:45～ 9:55 三葉寮前 9:25～ 9:35 二タ村集会所前
9:40～ 9:50 旧ＪＡ久佐事業所横 10:10～10:20 若生まなびや館下 9:45～ 9:55 皆合集会所付近

10:00～10:10 河野信子様宅前 10:30～10:40 亀谷原消防詰所 10:10～10:20 追原郷集会所前
10:20～10:30 浄光寺谷バス回転場 10:45～10:55 栄和機工前 10:30～10:40 大元集会所
10:40～10:50 久佐公民館（くざ会館） 11:05～11:20 長田消防詰所横 10:50～11:00 福原集会所前
11:00～11:15 上長屋集会所前 11:30～11:45 波佐公民館（ときわ会館） 11:15～11:25 植松集会所前
11:25～11:35 上組集会所前 13:15～13:25 柚根集荷場前 11:35～11:45 新原集会所前
11:45～11:55 大谷集会所 13:35～13:45 横山義孝様宅前 13:00～13:10 美又国民保養センター前
13:00～13:10 かたらいの家 13:55～14:05 小国公民館（おぐに会館） 13:20～13:30 越沢集会所前
13:20～13:30 青原集会所前 14:25～14:35 みどりかいかん 13:40～13:50 入野集会所前
13:40～13:50 伊木集会所前 14:00～14:10 岩崎隆行様宅前
14:00～14:20 小笹集会所前 14:20～14:30 山田稔明様宅前
14:30～14:40 新開集会所前 14:40～14:50 金田会館前
14:50～15:00 サンガーデン輝らら 15:00～15:10 よりあい会館横

　

浜
田
の
食
文
化
を
地
域
で
普
及

し
、次
世
代
に
継
承
す
る
た
め「
伝

え
て
い
き
た
い
は
ま
だ
の
味
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
レ
シ
ピ
集

を
活
用
し
て
も
ら
え
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

※　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
配
布
は

今
回
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

・
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
人
で
、

こ
れ
ま
で
に
レ
シ
ピ
集
の
配
布

を
受
け
て
い
な
い
人

・
レ
シ
ピ
集
を
市
役
所
本
庁
地
域

医
療
対
策
課
又
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
へ
取
り
に
来
ら
れ
る
人

・
活
用
方
法
な
ど
、
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
で
き
る
人

配
布
冊
数

　

１
０
０
冊
（
１
人
１
冊
）

料
金　
無
料

応
募
期
間

　

７
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫
必
着

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】
〒
６
９
７
‐
８
５

０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地

　

浜
田
市
役
所
地
域
医
療
対
策
課

あ
て

【
往
信
裏
面
】
「
伝
え
て
い
き
た

い
は
ま
だ
の
味
希
望
」
と
明
記

し
、
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・

昼
間
に
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番

号
・
レ
シ
ピ
集
を
受
け
取
る
場

所
（
本
庁
地
域
医
療
対
策
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
）
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】
応
募
者
の
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い

【
返
信
裏
面
】
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

※　

受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送

付
し
ま
す
。

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
上
、
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

配
布
時
期　
７
月
下
旬
（
予
定
）

※　

レ
シ
ピ
集
を
活
用
し
た
あ
と

に
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提

出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

７月結核レントゲン検診の日程

「
伝
え
て
い
き
た
い
は
ま
だ

の
味
」
レ
シ
ピ
集
を
希
望
者

へ
配
布
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

実施地域 実施予定時期 実施期間 募集人員
（全国） 締切日

西部ニューギニア（１次）８月27日㈬～
　　　　９月５日㈮ ９泊10日 35人 ７月12日㈯

旧ソ連 ９月１日㈪～９日㈫ ８泊９日 40人 ７月17日㈭
マリアナ諸島 ９月24日㈬～30日㈫ ６泊７日 40人 ８月９日㈯
東部ニューギニア（１次）10月４日㈯～11日㈯ ７泊８日 40人 ８月20日㈬
トラック・パラオ諸島 10月11日㈯～18日㈯ ７泊８日 40人 ８月26日㈫
ボルネオ・マレー半島 10月21日㈫～30日㈭ ９泊10日 40人 ９月６日㈯
フィリピン（１次） 11月４日㈫～11日㈫ ７泊８日 120人 ９月19日㈮
ソロモン諸島 11月15日㈯～22日㈯ ７泊８日 20人 ９月30日㈫

ミャンマー（１次） 11月27日㈭～
　　　　12月６日㈯ ９泊10日 60人 10月12日㈰

西部ニューギニア（２次）平成27年
１月19日㈪～28日㈬ ９泊10日 36人 12月７日㈰

台湾・バシー海峡 ２月５日㈭～11日㈷ ６泊７日 15人 12月22日㈪
東部ニューギニア（２次）２月７日㈯～14日㈯ ７泊８日 42人 12月22日㈪
ビスマーク諸島 ２月７日㈯～14日㈯ ７泊８日 36人 12月22日㈪

ミャンマー・インド（２次）２月12日㈭～21日㈯ ９泊10日 60人

（インド）
10月23日㈭

（ミャンマー）
12月24日㈬

フィリピン（２次） ３月４日㈬～11日㈬ ７泊８日 120人 １月20日㈫
マーシャル・ギルバート諸島 ３月14日㈯～22日㈰ ８泊９日 36人 11月22日㈯
中国 ３月20日㈮～28日㈯ ８泊９日 80人 ２月５日㈭

　

診
察
を
受
け
た
が
、
院
外
処
方

さ
れ
た
薬
を
購
入
す
る
時
間
が
な

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

浜
田
薬
剤
師
会
で
は
、
７
月
か

ら
日
曜
日
や
祝
日
な
ど
に
、
市
内

の
薬
局
１
か
所
を
当
番
制
に
よ
り

開
局
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浜
田
市
休
日
応
急
診
療

所
で
は
、
こ
の
当
番
薬
局
を
活
用

し
、
院
内
処
方
と
と
も
に
院
外
処

方
を
行
い
ま
す
。

　

開
局
す
る
薬
局
は
、
今
後
、
は

ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係
（
☎
�
９
３
１
０
）

・
浜
田
薬
剤
師
会
【
浜
田
医
療
セ

ン
タ
ー
内
Ｆ
Ａ
Ｘ
コ
ー
ナ
ー

（
☎
�
６
６
２
５
）】

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」・「
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

で
す
。

　

今
年
で
64
回
目
を
迎
え
る「“
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
～
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
」
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
考

え
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
全
国
で
行
わ
れ
て

い
る
運
動
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
全
て

の
人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非
行

を
な
く
す
た
め
に
は
、
取
締
り
を

強
化
し
て
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た

人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う

と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や
非
行

を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域
づ

く
り
を
す
る
こ
と
も
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

「
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
」「
あ

や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え

て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
」。
そ

の
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
全
て
の
人

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関

わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

“
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止

全
国
強
調
月
間
”
は
、
青
少
年
の

非
行
防
止
な
ど
の
取
組
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う

青
少
年
の
健
全
育
成
と
犯
罪
被
害

防
止
の
た
め
、
保
護
者
と
し
て
、

大
人
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
潜
む
有
害
情
報
か
ら
子
ど
も
を

守
り
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
「
青
少
年
は
地
域
社
会
が

育
む
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
取

組
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の

な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に

立
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感

じ
、
学
び
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を

深
め
、
皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の

も
と
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月

間
　

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間

　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

　

日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
・
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

参
加
費　
９
万
円
（
こ
の
ほ
か
に

日
本
国
内
で
の
交
通
費
な
ど
は
、

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
８
５
２
�
４
０
２
５
）

休
日
に
薬
局
を
１
か
所

開
局
し
ま
す

み
ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
き

ま
し
ょ
う

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
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安
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業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英

会
で
は
、
平
成
26
年
度
の
奨
学
生

募
集
と
平
成
27
年
度
の
奨
学
生
の

予
約
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　
保
護
者
な
ど
が
自
動

車
や
バ
イ
ク
の
事
故
な
ど
、
道

路
で
の
交
通
事
故
で
死
亡
・
重

い
後
遺
障
が
い
の
た
め
に
働
け

な
い
た
め
、
経
済
的
に
修
学
が

困
難
な
生
徒
・
学
生
（
申
込
時

29
歳
ま
で
の
人
）

奨
学
生
の
種
類　
高
等
学
校
・
高

等
専
門
学
校
奨
学
生
、
大
学
・

短
期
大
学
奨
学
生
、
大
学
院
奨

学
生
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校

奨
学
生

※　

ほ
か
の
奨
学
金
制
度
と
併
せ

て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
一
世
帯
・
同
一
学
校

か
ら
何
人
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英

会
【
〒
１
０
２
‐
０
７
７
３

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
‐

６
‐
１
平
河
町
ビ
ル
３
階
（
☎

０
３
‐
３
５
５
６
‐
０
７
７
３

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

‐
５
２
１
２
８
６
）】

http://w
w
w
.kotsuiji.com

/

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日
・
本

会
の
休
業
日
を
除
く
。）

　

浜
田
年
金
事
務
所
で
は
、
聴
覚

障
が
い
者
が
、
年
金
相
談
を
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
、
浜
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
協
力
し
、
手
話

に
よ
る
年
金
相
談
（
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
に
関
す
る
こ
と
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
の

で
き
る
人

日
時　
第
４
木
曜
日（
予
約
不
要
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

第
２
土
曜
日
（
要
予
約
）

　

午
後
１
時
～
４
時

※　

手
話
通
訳
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
第
２
土
曜
日
開
催
分
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
年
金
事
務

所
・
浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・

本
庁
医
療
保
険
課
・
本
庁
高
齢

障
が
い
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

　

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で

広
域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人

を
含
む
。）
が
、
現
在
使
っ
て
い

る
被
保
険
者
証
（
水
色
）
は
、
７

月
31
日
㈭
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
８
月
１
日
㈮
か
ら
使
用
す

る
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
は
、
７

月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
負
担
す
る
割
合
は
、

平
成
25
年
中
の
所
得
の
状
況
に
よ

っ
て
、
８
月
か
ら
変
更
に
な
る
人

が
い
ま
す
。
被
保
険
者
証
に
記
載

さ
れ
て
い
る
自
己
負
担
割
合（
「
１

割
」
又
は
「
３
割
」）
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と

き
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部

を
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
１
割
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
現
役
並
み
所
得
者

に
該
当
す
る
人
は
３
割
負
担
に
な

り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
に
、「
一
部
負
担
金
の
割

合
」
と
し
て
、「
１
割
」
又
は
「
３

割
」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者

　

住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
の
所
得
の
あ
る
被
保
険
者

が
１
人
で
も
い
る
世
帯
は
、
そ
の

世
帯
の
被
保
険
者
全
員
が
現
役
並

み
所
得
者
と
な
り
、
一
部
負
担
金

の
割
合
は
「
３
割
」
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
収
入
額
に
よ
っ
て
「
１

割
」
負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
（
該
当
者
に
は
、
案
内
を
し
ま

す
）。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
中
の
所
得
額
な
ど
の

確
定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
平
成

26
年
度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

納
付
方
法　
特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
及

び
口
座
振
替
）
の
２
種
類
が
あ

り
、
特
別
徴
収
は
申
請
に
よ
り

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
に
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

既
に
手
続
を
し
た
人
は
、
改

め
て
手
続
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

変
更
手
続

⑴　

市
へ
保
険
料
の
支
払
方
法
変

更
の
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

⑵　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
依
頼

の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場

合
、
口
座
振
替
で
納
付
し
た
人

が
、
そ
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
が
、

住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属
し
て

い
る
場
合
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
し
た
場

合
や
外
来
で
高
額
な
治
療
を
受
け

た
場
合
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
認
定
証
の
申

請
手
続
が
必
要
で
す
。
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、
７
月
末
ま
で
が
有
効
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
再

度
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

交
通
遺
児
奨
学
生
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

手
話
に
よ
る
年
金
相
談
を

開
催
し
て
い
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

お
知
ら
せ
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
申
請

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
の
一
斉
更
新
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　国民健康保険加入者の医療機関で支払う医療費は、下表の自己負担限度額までとなります。
ただし、医療機関の窓口で保険証のほかに、「国民健康保険限度額適用認定証」の提示が必
要となりますので、事前に申請してください。限度額の適用は月ごと、１医療機関ごとです。

医療費自己負担限度額（月額） 入院した場合の食事代

　入院したときには、医療費とは別に食事
代が必要となりますが、70歳未満の市民税
非課税世帯（Ｃ）及び70歳以上75歳未満の
低所得者Ⅰ・Ⅱに該当する人は、１食あた
り260円の食事代が次のとおり減額されま
す。

70歳未満の人【12月31日まで（注１）】

所得区分（注２） ３回目までの限度額 ４回目以降
の限度額

上位所得者世帯（Ａ）150,000円＋
（総医療費－500,000円）×１％ 83,400円

市民税課税世帯（Ｂ）80,100円＋
(総医療費－267,000円)×１％ 44,400円

市民税非課税世帯（Ｃ） 35,400円 24,600円

70歳以上75歳未満の人（後期高齢者医療適用者を除く。）

所得区分（注３） 自己負担限度額
外来（個人ごと） （外来＋入院）

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

70歳未満の人
所得区分 過去１年

入院日数 １食につき

市民税非課税
世帯（Ｃ）

90日以下 210円
91日以上 160円

70歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く。）

所得区分 過去１年
入院日数 １食につき

低所得者Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 160円

低所得者Ⅰ 100円

65歳以上75歳未満の人
（後期高齢者医療適用者を除く。）

所得区分 食費（１食につき）
市民税非課税世帯(Ｃ)

低所得者Ⅱ 210円

低所得者Ⅰ 130円

（注１）70歳未満の人の自己負担限度額は、制度改正のた
め平成27年１月から変更されます。

（注２）
上位所得者世帯　国民健康保険料の算定基礎となる基礎控

除後の総所得金額が600万円を越える世帯
市民税課税世帯　上位所得者世帯を除き、同じ世帯の国保

加入者（世帯主を含む。）のいずれかに市民税課税者が
いる世帯

市民税非課税世帯　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含
む。）全員が市民税非課税者となる世帯

　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む。）全員が市民税
非課税の人に限り、申請により「国民健康保険限度額適用・
標準負担額減額認定証」が交付されます。
（注３）
低所得者Ⅱ　同じ世帯の国保加入者（世帯主を含む。）全

員が市民税非課税の人
低所得者Ⅰ　低所得者Ⅱのうち、その国保加入者（世帯主

を含む。）全員の所得が一定基準額以下の人

療養病床に入院したときの食費・居住費
　療養病床に入院している65歳以上の人
は、１食あたり460円の食事代が次のとお
り減額されます。また、居住費として１日
あたり320円の負担があります。

申請に必要なもの　保険証・印鑑

※　７月31日㈭まで認定を受けている人が、８月から引き続き認定を受けるためには、
再度申請が必要です。

申請・問い合わせ先　本庁医療保険課国保係（☎�９４１０）

　

１
㎏
の
粘
土
を
使
っ
て
、
自
由

な
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
制

作
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
７
月
27
日
㈰
・
８
月
10
日

㈰　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
～

場
所　
雪
舟
焼
窯
元（
旭
町
丸
原
）

１
日
目　
７
月
27
日
㈰

　

作
品
制
作

２
日
目　
８
月
10
日
㈰

　

素
焼
き
し
た
作
品
の
色
付
け

※　

釉
薬
な
ど
の
色
付
け
を
先
生

に
お
任
せ
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
、
１
日
目
の
み

の
参
加
で
結
構
で
す
が
、
色
の

指
定
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　
先
着
15
人

参
加
費　
２
、０
０
０
円
（
粘
土
・

釉
薬
・
焼
成
ほ
か
材
料
代
）

申
込
締
切
日　
７
月
23
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

国民健康保険加入者の窓口負担

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
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ひろしまフラワーフェスティバル
前夜祭に出席しました。

（写真は神楽パレード：5月３日）

全国選抜ゲートボール大会に出場される「浜田
クラブ」の皆さんが、出場報告に来られました。
（５月７日）

第１回浜田市長杯ゴルフコンペに出
場しました。（５月24日）

行政連絡員会議を開催しました。
（写真は美川地区：５月13日）

周南市で開催された全国市長会中国支部
春季総会に出席しました。
（５月14日・15日）

第４回浜田バルに参加しました。
（５月17日）

旭町都川地区の縁側喫茶を訪ね、景観と
交流を楽しみました。（５月18日）

浜田港の水揚げを視察しました。（５月22日） 浜田市シルバー人材センター設立20
周年記念式典に出席しました。
（５月26日）

ヒラメの稚魚の餌やり体験に参加しました。
（５月28日）

石見観光振興協議会総会を開催しま
した。（５月27日）

東京で開催された在京浜田会（会長：坂
根正弘氏）「ふるさと浜田の集い」に出
席しました。（５月31日）

市長日記元気な浜田をつくります （平成26年５月）
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　６月１日㈰、近畿三隅会が大阪市内で開催され、約120人が
参加しました。
　近畿三隅会は、三隅町出身で関西地域に在住している会員で
結成され、今年で35周年を迎えました。
　親睦会では、浜田市出身の演歌歌手・山崎悌史さんの歌謡
ショーや石見神楽が上演されました。
　また、最後にみんなで童謡「ふるさと」を合唱し、故郷への
想いを熱くしました。

会場は多くの人でにぎわいました

　５月27日㈫、旭中学校全校生徒53人が旭町木田地内でスケッ
チ大会を行いました。
　今年は、地元公民館がふるさと教育の一環として統合した旧
小学校校区に生徒を招き、地域の魅力を再発見してもらおうと
中学校に働きかけて行われました。
　生徒たちは、正蓮寺、木田小学校などに分かれ、思い思いの
風景を選び、絵の構成などを意識しながら約５時間にわたって
画用紙と向き合いました。正蓮寺にある巨木のスケッチした生
徒は「自然の中で描くのは気持ちいい」と話していました。正蓮寺でスケッチを行う生徒たち

　５月31日㈯、橋梁工事現場見学会が内田町地内で行われまし
た。これは地元住民と橋梁の施工事業者が企画し、浜田河川国
道事務所が開催したもので、当日は約130人が参加しました。
　参加者は工事関係者から工事の説明を受けた後、橋梁内部な
ど、ふだん見る機会のない工事現場を見学しました。また、こ
の日は橋の上に作った巨大オセロゲームも登場。こまの直径90
㎝、６ｍ四方のオセロに挑戦した子どもたちは「大きなこまで
驚いた。上からオセロ盤を見れないので難しかった」「オセロ
も橋の見学も楽しかった」と笑顔で話していました。 重たいオセロをがんばってひっくり返します

　６月２日㈪、花の植栽作業が中央図書館周辺の浜田川沿いの
市道で行われました。これは中央図書館を利用する市民に憩い
の場を提供したいと「自立できるふるさとを創造する会」が企
画したもので、石見幼稚園とみのり保育園の年長園児40人と高
齢者クラブのボランティア約30人が参加して行われました。
　この日は、高齢者クラブと浜田養護学校の生徒が栽培した夏
に強いマリーゴールドや日々草のポット苗400個を植えました。
参加した園児は「きれいな花がたくさん咲くのが楽しみです。
咲いたらみんなで見に来たいです」と笑顔で話していました。 教えてもらいながら、丁寧に花の苗を植えました

まちのわだい♥Town Topics

ふるさとへの想い熱く！
～ 近畿三隅会結成35周年 ～

みすみ

地元中学生が町内の魅力を再発見
～ 旭中学校スケッチ大会 ～

あさひ

はまだ開通前の橋を歩いてみよう
～ 浜田三隅道路橋梁工事現場見学会 ～

花を植えて市民が憩う場所へ
～ 憩いの水辺づくり活動 ～

はまだ
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　５月21日㈬、体験用織り機を使っての手織り体験がやさか村
ワタブンアートファブリックで行われました。
　参加者は、本場の手織り機が並ぶ工場で蚕の繭から紡いだ本
真綿糸（絹）の感触を体験した後、好きな色の糸を選んでラン
チョンマット作りを開始。職人の指導を受けながら、自分で手
織り機を動かし、糸から布が出来上がる様子を楽しく体験しま
した。手織りの面白さは色の組み合わせや織り方で、出来上が
る作品は十人十色。自分の作品を手にして、無限の広がりを持
つ手織り体験に参加者の皆さんは大満足でした。 手織り機でオリジナルランチョンマット作り

　５月24日㈯、杵束公民館まつり泥おとしが憩いの家周辺で行
われました。
　今回は「地域のふれあいを求めて！」をテーマに、田ばやし・
各サークルによる踊り・ゲーム・お楽しみ抽選会など、たくさ
んのアトラクションがまつりを盛り上げました。このほか、会
場では野菜などの販売やうどんなどの出店、田車やせんばなど
昔の農具の展示もありました。
　当日は好天に恵まれ、イベントはとても気持ちよく、来場者
は笑顔いっぱいで弥栄の泥おとしを楽しんでいました。 芝の上で笑顔いっぱい

　５月21日㈬、イタリアのプロフットサルリーグの選手と交流
するイベントが、ふれあいジム・かなぎで開催され、市内外か
ら小学生約50人が参加しました。これは国際交流の推進、子ど
もたちの技術向上を図る場として、国内トップリーグの参入を
目指しているＮＰＯ法人浜田フットサルクラブが企画しました。
　日本やアルゼンチン・スペインなど各国の選手が、身振り手
振りを交えてアドバイスを送る中、子どもたちは真剣な眼差し
でパスやシュートの練習に取り組み、プロの技術を肌で感じる
貴重な経験となりました。プロ選手のボールさばきに釘付け

山菜の天ぷらコーナーは大行列

　５月18日㈰、小国の自然に親しむ会が小国公民館で開催され
ました。これは、自然豊かな小国地区のＰＲと、交流人口の拡
大を目的に、地元の実行委員会が行っています。会場には、地
元で採れたタラの芽やユキノシタなど、約15種類の山菜を使用
した天ぷらや煮物がずらりと並び、来場者は山菜についてス
タッフに尋ねながら、皿に取っていました。地元産の新米が当
たる抽選会や、会場近くの川では渓流釣り体験も行われました。
　家族連れの来場者は「おいしい山菜料理を楽しみに、毎年参
加しています。来年もぜひ参加したい」と話していました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

手織り機で絹糸を織る
～ 昔ながらの手織り体験 ～

やさか

地域のふれあいを求めて
～ 杵束公民館泥おとし ～

やさか

“フットサル”一流のプレーを学ぶ
～ 浜田市国際交流スポーツ事業 ～

かなぎ

旬の食材に舌鼓
～ 小国の自然に親しむ会 ～

かなぎ
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　５月４日㈷、ふるさと体験村春まつりが開催されました。当
日は好天に恵まれ、弥栄町内外から約3,500人が来場しました。
　弥栄のうまいもん市では、地元加工グループなど25団体が出
店して餅つきの実演販売やどぶろく・ヤマメの塩焼き・自然薯
の団子汁など特産品の販売が行われ、おいしそうな匂いが会場
に漂っていました。
　また、アトラクションでは安城神楽社中による石見神楽の上
演や、弥栄田ばやし保存会による田ばやしの上演が行われ、多
くの人が弥栄の春を満喫していました。多くの人でにぎわう弥栄のうまいもん市

　５月17日㈯、島根あさひ社会復帰促進センター職員など24人
が、島根県と広島県との県境にまたがる三ツ石山から天狗石山
へ山歩きをしました。
　この山歩きは、センターの鍛錬場「三ツ石館」の由来を求め
企画されたもので、当日は新緑に包まれたアサヒテングストン
スキー場のゲレンデから、ブナの原生林を抜け、三ツ石山山頂
を目指し、尾根筋に天狗石山山頂へ向かいました。
　一行は天狗石山の展望台から見えるセンターの眺望に歓声を
上げ、３時間の快適な登山を楽しみました。天狗石山山頂から中国山地を展望する参加者

　５月16日㈮から６月８日㈰まで、「いわみん」が開催されま
した。「いわみん」とは、「いわみの国をみんなで遊ぶ」の略で、
「時を体験する」・「美に包まれる」・「人とふれあう」・「食を味
わう」というジャンルで、43の体験プログラムが行われました。
　事前体験会の「石州瓦の土とうわ薬で手びねり獅子作り」で
は、参加者は「土いじりは久しぶり。とても集中してしまう」
と土の感触を楽しみました。実行委員会の伊藤康丈さんは「今
回も大好評でした。いわみんは秋にも開催予定ですので、楽し
みにしていてください」と話していました。 個性豊かな手びねり獅子の姿に、苦笑いの参加者

　５月18日㈰、三保ふれあい運動会が三保公民館グラウンドで
開催されました。これは三保地区まちづくり委員会が企画した
もので、約380人が参加しました。
　当日は好天に恵まれ、すがすがしい日和の中で、みんなで準
備体操をした後、三保地区を６チームに分け、10種目で順位を
競い合いました。
　長縄とび種目では、それぞれのチームがみんなで助け合い、
一致団結して飛ぶ姿に会場から大きな拍手が起こっていまし
た。 みんなで協力し、がんばりました

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

弥栄の春を満喫
～ ふるさと体験村春まつり ～

やさか

新緑の中国山地を満喫
～ ふるさとあさひ三ツ石山探訪 ～

あさひ

はまだ期間限定の地域遊びイベント
～ 第３回いわみん開催 ～

大盛会！春の運動会！
～ 第24回三保ふれあい運動会 ～

みすみ
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

　

中
央
図
書
館
で
は
、
７
月
１
日

㈫
か
ら
駐
車
場
の
利
用
料
金
を
改

定
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
30
分
か
ら
１
時
間
以

内
で
２
０
０
円
と
し
て
い
た
駐
車

料
金
が
、
今
後
は
１
０
０
円
と
な

り
ま
す
。　

日
時　
７
月
21
日
㈷

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

語
り
手　
坂
本
文
江
さ
ん

テ
ー
マ

よ
み
が
え
れ
古
里
の
川
と
海

内
容　
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
ダ
イ

ビ
ン
グ
の
映
像
や
海
の
絵
・
本
・

世
界
中
の
貝
を
見
て
、
古
里
の

川
と
海
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

す
。

☆
水
辺
と
星
空　

観
察
会

水
辺
の
自
然
観
察
会

日
時　
７
月
24
日
㈭

午
前
９
時
～
11
時

場
所　
図
書
館
周
辺
浜
田
川

内
容　
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス

か
ら
講
師
を
招
き
、
水
辺
の
生

き
物
の
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

定
員　
20
人

☆
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
映
画
会

日
時　
７
月
20
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分

タ
イ
ト
ル

日
本
の
む
か
し
ば
な
し
②

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
７
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
25
分

タ
イ
ト
ル

ア
メ
リ
ア
永
遠
の
翼

中
央
図
書
館

日
時　
毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

テ
ー
マ　
水

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
７
月
17
日
㈭

　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
７
月
２
日
㈬

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
旭
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
７
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵

本
や
紙
芝
居
の
読
み
語
り
を
行

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
14
日
㈪
・
28
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

火
曜
日
～
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　

日
曜
日
・
祝
日

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

　

三
隅
図
書
館
で
は
、
６
月
か
ら

９
月
ま
で
の
間
、
火
曜
日
か
ら
土

曜
日
の
開
館
時
間
を
２
時
間
試
行

延
長
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
曜
日
及
び
祝
日
の
開

館
時
間
は
従
来
ど
お
り
午
後
５
時

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

火
曜
日
～
土
曜
日　

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

日
曜
日
・
祝
日　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

休
館
日
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
図
書
館

星
空
観
察
会

日
時　
７
月
31
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所　
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

内
容　
図
書
館
の
本
で
学
習
を
行

い
、
中
央
図
書
館
及
び
そ
の
周

辺
で
天
体
観
測
を
行
い
ま
す
。

定
員　
20
人

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
図
書
館

☆
電
子
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す

　

中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２

土
曜
日
と
第
４
日
曜
日
に
電
子
紙

芝
居
を
上
演
し
て
い
ま
す
。

日
時　
７
月
12
日
㈯
・
27
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

い
ま
す
。

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

７
月
の
テ
ー
マ

あ
さ
が
お
が
咲
い
た
よ

☆
海
の
日
テ
ー
マ
ト
ー
ク
を

　

開
催
し
ま
す

図書館情報

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

駐
車
料
金
が
変
わ
り
ま
す

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

三
隅
図
書
館
の
開
館
時
間

延
長
を
試
行
し
て
い
ま
す
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開
催
日　
８
月
２
日
㈯

主
な
内
容

１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

・
講
義
体
験
・
ゼ
ミ
体
験

・
ラ
ン
チ
交
流
会

・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
体
験

・
在
学
生
に
よ
る
何
で
も
相
談
会

※　

高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、

１
・
２
年
生
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

（
第
２
回
は
、９
月
13
日
㈯
開
催
）

　

入
学
当
初
は
不
安
で
迷
う
こ
と
も

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
新
鮮
で

楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
講
義
は
90
分
と
長
い
で
す

が
、
内
容
は
と
て
も
濃
く
、
得
ら
れ

る
も
の
も
多
い
で
す
。
学
び
た
い
こ

と
が
学
べ
る
た
め
、
探
究
心
を
持
っ

て
臨
む
こ
と
が
で
き
、
時
に
は
友
達

と
一
つ
の
問
題
を
考
え
た
り
と
、
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。部
活
・
サ
ー

ク
ル
で
も
先
輩
方
が
優
し
く
接
し
て

①
石
見
の
モ
ノ
づ
く
り
・
ヒ
ト
づ
く

り
日
時　
７
月
９
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
白
川
和
子
さ
ん
（
協
同
組
合

グ
ル
ー
プ
石
見
ブ
ラ
ン
ド
事
務
局

長
）

②
ロ
シ
ア
を
旅
す
る

日
時　
７
月
16
日
㈬

　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

講
師　
タ
チ
ア
ナ
・
ク
ラ
ピ
ヴ
ィ
ナ

さ
ん
（
島
根
県
国
際
交
流
員
）

③
経
済
成
長
思
考
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う

日
時　
７
月
16
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
豊
田
武
雄
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ア
ン
ダ
ン
テ
21
理
事
長
）

④
中
国
を
旅
す
る

日
時　
７
月
23
日
㈬

　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

講
師　
王お

う

恒こ
う

さ
ん
（
浜
田
市
国
際
交

流
員
）

⑤
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
を
英

語
で
読
み
ま
し
ょ
う

日
時　
７
月
23
日
㈬

　

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師　
ケ
イ
ン
・
エ
レ
ナ
・
ア
ン
（
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
准
教
授
）

⑥
韓
国
を
旅
す
る

日
時　
７
月
30
日
㈬

　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
45
分

講
師　
金き

む

恩お
ん

志じ

さ
ん
（
浜
田
市
国
際

交
流
員
）

会
場　
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

総
合
政
策
学
部
１
年　
花
田
頌し

ょ
う

太た

郎ろ
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ
さ
る
の
で
と
て

も
楽
し
い
で
す
。
大
学
生
活
で
は
新

た
な
発
見
を
大
切
に
し
、
社
会
情
勢

に
も
目
を
向
け
、
将
来
に
つ
い
て
常

に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

浜
田
市
は
自
然
豊
か
で
景
色
の
い

い
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も

と
て
も
親
切
で
い
つ
も
温
か
く
接
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地

域
行
事
を
通
じ
て
、
浜
田
市
と
た
く

さ
ん
関
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。も
っ

と
浜
田
市
を
広
く
発
信
し
て
い
く
た

め
に
、私
た
ち
大
学
生
が
先
陣
を
切
っ

て
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
人
間
的

に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
、
日
々
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

４
月
か
ら
島
根
県
立
大
学
に
着
任

し
ま
し
た
松
尾
哲
也
と
申
し
ま
す
。

専
門
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。

　

浜
田
市
は
、
山
と
海
に
囲
ま
れ
、

私
の
故
郷
で
あ
る
長
崎
県
雲
仙
市
と

似
て
い
ま
す
。
雄
大
な
山
と
広
大
な

海
は
、
人
間
の
高
い
志
と
と
も
に
、

謙
虚
さ
を
育
て
ま
す
。
こ
の
地
で
青

春
時
代
を
送
る
学
生
は
、
高
い
志
と

と
も
に
、
謙
虚
に
努
力
す
る
姿
勢
を

備
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
の
学
生
は
、
こ
れ

か
ら
の
島
根
県
、
そ
し
て
日
本
を
支

え
る
貴
重
な
存
在
で
す
。
そ
の
若
者

の
よ
き
人
生
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
知
見
を
活
か
し
て
、
教

育
・
研
究
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
自
然
豊
か
な
浜
田
市

で
働
く
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
感
じ

て
い
ま
す
。
浜
田
市
の
皆
さ
ん
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

講
師　
松
尾
哲
也

　

ハ
マ
デ
ィ
ア
ン
ブ
ラ
ス
、ハ
マ
デ
ィ

ア
ン
サ
ッ
ク
ス
、
浜
田
市
民
吹
奏
楽

団
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
楽
し
い
ス

テ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　
７
月
13
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

　

午
後
３
時
30
分
～

場
所　
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

suisogaku@
u-shim

ane.ac.jp

　

ゼ
ミ
活
動
の
成
果
を
基
に
し
た
、

学
生
グ
ル
ー
プ
の
研
究
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。

・
川
中
淳
子
ゼ
ミ　

心
の
支
援

・
林
裕
明
ゼ
ミ　
　

地
域
と
国
際
化

日
時　
７
月
８
日
㈫

　

午
後
５
時
45
分
～
７
時
45
分

場
所　
中
講
義
室
４

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課　

（
☎
�
２
３
９
６
）
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vol.129
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

入
学
し
て
３
か
月
が

た
ち
ま
し
た

第
１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
す

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

公
開
講
座
の
ご
案
内

学
生
研
究
発
表
会
の
ご
案
内

吹
奏
楽
部
に
よ
る
サ
マ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
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石
正
美
術
館
で
は
、
２
つ
の
特
別

展
が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
館
で
は
、「
石
本
正
新
作
展　

湧
き
で
る
対
象
を
求
め
て
」
を
開
催

し
ま
す
。
今
年
で
94
歳
を
迎
え
た
日

本
画
家
・
石
本
正（
三
隅
町
出
身
）が
、

平
成
24
年
か
ら
25
年
に
か
け
て
描
き

上
げ
た
新
作
約
30
点
を
、
こ
れ
ま
で

の
代
表
作
と
と
も
に
公
開
し
ま
す
。

　

ま
た
新
館
で
は
、「
第
４
回
石
州

和
紙
に
描
い
た
日
本
画
展
」
を
開
催

し
ま
す
。
本
展
は
、
日
本
画
の
素
材

と
し
て
の
可
能
性
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
、
石
本
正
が
推
薦
す

る
画
家
や
地
元
ゆ
か
り
の
作
家
を
中

心
に
石
州
和
紙
へ
の
制
作
を
依
頼
し

て
、描
か
れ
た
新
作
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
も
伝
統
技
法
を
守
っ
て
漉す

か
れ

る
石
州
和
紙
と
、
現
代
作
家
の
瑞
々

し
い
感
性
が
共
鳴
し
合
い
、
ど
の
よ

う
な
新
し
い
世
界
が
生
ま
れ
て
く
る

の
か
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

会
期　
７
月
５
日
㈯
～
10
月
５
日
㈰

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金

　

一
般　
　

８
０
０
円（
７
０
０
円
）

　

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

　

前
売
券　

６
０
０
円

※　
（　

）
内
は
、
団
体
料
金
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

　《本館・新館展示室》
【本館】
特別展「石本正新作展　湧きでる対
象を求めて」
【新館】
特別展「第４回石州和紙に描いた日
本画展」
７月５日㈯～10月５日㈰

《ギャラリー展示》
へたでいい　へたがいい　これでい
いのよ絵手紙展
７月５日㈯～18日㈮

野上明博　裸婦と水彩画展
７月19日㈯～８月１日㈮

《イベント情報》
絵手紙ワークショップ
７月５日㈯・６日㈰・12日㈯
午後１時～３時
講師　山根節美さん
※　材料費が必要です。

第４5回 石本正絵画教室
　７月19日㈯・20日㈰　終日
精霊流しワークショップ「灯籠をつ
くろう」
７月26日㈯・８月２日㈯
午後１時～３時
※　材料費が必要です。

　この教室は、石本が「絵を描くよろこび」を多くの人に伝え
たいと願い、平成13年の開館時から始まりました。全国各地か
らやってくる人々と一緒に楽しく絵を描きませんか。
日時　７月19日㈯・20日㈰（要予約）
場所　石正美術館創作室　　定員　30人　　料金　7,500円
特別参加　岸本裕子先生（日本画家・日展会友）
※　今回は「第４回石州和紙に描いた日本画展」出品作家の１
人、日本画家・岸本裕子先生に特別参加していただきます。
受講生の皆さんと一緒に裸婦デッサンを描かれる予定です。

　今年も８月16日㈯に、先人への感謝の気持ちと慰霊と再生・
未来への希望を込めて精霊流しを行います。石州和紙を使って、
精霊流しのための心のこもった灯籠を作りましょう。
日時　７月26日㈯・８月２日㈯　午後１時～３時
場所　石正美術館創作室
※　材料費が必要です。

石本正「舞妓」2012年

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

特
別
展
の
お
知
ら
せ

◎第 ４５ 回石本正絵画教室（裸婦デッサン会）

◎精霊流しワークショップ「灯籠をつくろう」
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《
ミ
ニ
黒
板
づ
く
り
》

　

ピ
ン
ク
・
青
・
緑
色
の
黒
板
を
作

れ
る
よ
。

◎
７
月
21
日
㈷

参
加
費

　

１
人
５
０
０
円

《
漂
着
物
で
ア
ー
ト
》

　

い
ろ
ん
な
素
材
を
使
っ
て
、
夏
ら

し
い
作
品
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

　

現
在
開
催
中
の
企
画
展
『
日
本
の

中
の
は
ま
だ
の
美
術
』
で
は
、
伊
藤

素
軒
・
喜
代
吉
郊
人
・
森
脇
忠
・
山

﨑
修
二
の
４
人
に
焦
点
を
あ
て
、
彼

ら
の
人
生
と
作
品
を
通
し
て
、「
感

動
と
と
も
に
生
き
る
喜
び
」
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
講
演
会
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

本
展
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

会
期　
７
月
13
日
㈰
ま
で

関
連
イ
ベ
ン
ト　
午
後
２
時
～
３
時

７
月
５
日
㈯　

担
当
学
芸
員
講
演
会

12
日
㈯　

対
話
型
鑑
賞
の
集
い

13
日
㈰　

見
て
聞
い
て
楽
し
む

絵
本
の
集
い

７
月
の
休
館
日

月
曜
日　
７
日
・
14
日

展
示
替　
15
日
㈫
～
18
日
㈮

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
７
月

19
日
㈯
か
ら
体
験
型
現
代
美
術
展

『
変
身
ア
ー
ト
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
展
は
、
様
々
な
素
材
が
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
表

現
方
法
で
多
様
に
“
変
身
”
し
て
い

く
過
程
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
現
代

美
術
の
表
現
の
可
能
性
を
紹
介
す
る

も
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
見

る
だ
け
で
な
く
、
触
っ
た
り
動
か
し

た
り
で
き
る
参
加
体
験
型
の
作
品
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

夏
は
、
様
々
な
“
変
身
”
を
体
験
し

な
が
ら
現
代
美
術
に
触
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

会
期　
７
月
19
日
㈯
～
９
月
28
日
㈰

※　

こ
の
展
覧
会
は
、
宝
く
じ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間　
午
後
１
時
～
４
時

※　

参
加
受
付
は
当
日
午
後
１
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室

に
て
。

《
傘
袋
お
ば
け
》

　

傘
袋
で
、
お
ば
け
が
出
て
く
る
お

も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
。

◎
７
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
空
飛
ぶ
お
も
ち
ゃ
》

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
紙
皿
を
使
っ
た

お
も
ち
ゃ
を
作
る
よ
。
で
き
た
ら
飛

ば
し
て
遊
ぼ
う
！

◎
７
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

変
身
ア
ー
ト
展
出
品
作
家
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

◎
７
月
19
日
㈯

講
師　
浅
野
耕
平
さ
ん

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

講
師　
東
明
さ
ん

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

◎
７
月
20
日
㈰

講
師　
２
０
３
ｇ
ｏ
ｗ
さ
ん

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

※　

内
容
未
定
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
19
日
㈯
～
28
日
㈪

　

県
内
外
の
彫
刻
家
の
作
品
が
浜
田

に
集
合
。多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

７
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

７
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・
26
日
㈯
・

27
日
㈰

会
場　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
無
料

撮影：大島拓也

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.211

有

料

広

告

日
本
の
中
の
は
ま
だ
の
美
術

体
験
型
現
代
美
術
展

　
　
　
　
『
変
身
ア
ー
ト
』

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

２
０
１
４
現
代
彫
刻

　
　
　
　
小
品
展
in
浜
田



広報はまだ：平成26年７月号　　　28

まちかど
伝言板

高
卒
者
程
度
試
験

種
類　
裁
判
所
職
員
一
般
職

受
付
期
間　
７
月
15
日
㈫
～
24
日
㈭

受
験
資
格　
平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
、
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以
内

の
人
及
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
（
平

成
26
年
４
月
１
日
現
在
、
中
学
校

卒
業
後
２
年
以
上
５
年
未
満
の
人

も
受
験
可
）

第
１
次
試
験　
９
月
14
日
㈰

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
松
江
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
人
事
第
一
係

（
☎
０
８
５
２
�
１
７
０
１
）

警
察
官
大
学
卒
業
程
度

受
験
資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日
～

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

第
一
次
試
験　
９
月
21
日
㈰

第
二
次
試
験　
11
月
上
旬

受
付
期
間

７
月
28
日
㈪
～
８
月
29
日
㈮

警
察
官
高
校
卒
業
程
度

受
験
資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

第
一
次
試
験　
９
月
21
日
㈰

第
二
次
試
験　
11
月
上
旬

受
付
期
間

７
月
28
日
㈪
～
８
月
29
日
㈮

職
員
高
校
卒
業
程
度

受
験
資
格　
平
成
５
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

第
一
次
試
験　
９
月
28
日
㈰

第
二
次
試
験　
10
月
下
旬

受
付
期
間

７
月
28
日
㈪
～
８
月
29
日
㈮

資
格
免
許
職
員
（
司
書
・
診
療
放
射

線
技
師
・
保
健
師
）

受
験
資
格　
試
験
区
分
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

第
一
次
試
験　
９
月
28
日
㈰

第
二
次
試
験　
10
月
下
旬

受
付
期
間

７
月
28
日
㈪
～
８
月
29
日
㈮

※　

試
験
日
程
な
ど
は
予
定
で
あ
り
、

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

共
通

申
込
方
法　
申
込
書
の
提
出
又
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

受
験
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

人
事
委
員
会
事
務
局
・
県
庁
１
階

受
付
・
県
合
同
庁
舎
・
県
外
事
務

所
（
東
京
・
大
阪
・
広
島
・
名
古
屋
）

※　

７
月
下
旬
か
ら
配
布
し
ま
す
。

※　

警
察
官
採
用
試
験
の
受
験
案
内
・

申
込
書
は
、
県
警
本
部
・
県
内
各

警
察
署
で
も
配
布
し
ま
す
。

※　

申
込
受
付
開
始
日
以
降
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
は
、
受
験
し
た
い
試
験
の

種
類
を
朱
書
き
し
、
封
筒
に
１
２

０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
（
角
２
封
筒
）
を
同

封
し
て
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
直
接
試

験
の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
受
付
期
間
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
人
事
委
員
会
【
〒
６
９
０

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

試
験
日　
９
月
19
日
㈮
又
は
20
日
㈯

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
の

各
合
同
庁
舎

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

試
験
日　
９
月
23
日
㈷

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

○
男
性

（
一
般
）

受
付
締
切
日　
９
月
４
日
㈭

試
験
日　
９
月
５
日
㈮
又
は
６
日
㈯

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・

作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番

地　

県
庁
分
庁
舎
（
☎
０
８
５
２

�
５
４
３
８
）】

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/jinjiiinkai/

裁
判
所
職
員

資
格
・
試
験

島
根
県
職
員

自
衛
官
・
防
衛
大
学
校
生
・

防
衛
医
科
大
学
校
生

有

料

広

告
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29　　　広報はまだ：平成26年７月号

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

（
高
校
生
）

受
付
締
切
日　
９
月
18
日
㈭ 

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文

試
験
日　
９
月
19
日
㈮
又
は
20
日
㈯

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
の

各
合
同
庁
舎

②
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
日　
９
月
26
日
㈮
か
ら
28
日
㈰

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

○
女
性

受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
９
日
㈫

試
験
日　
９
月
29
日
㈪

試
験
内
容　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・

作
文
・
身
体
検
査
・
口
述
試
験

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

※　

試
験
日
・
場
所
な
ど
、
追
加
・

変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

防
衛
大
学
校
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）
21
歳
未
満
の
人

○
推
薦

対
象　
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動

な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
収
め
て
い

て
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈮
～
９
日
㈫

試
験
日　
９
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

試
験
会
場　
防
衛
大
学
校

○
総
合
選
抜

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈮
～
９
日
㈫

試
験
日　
９
月
27
日
㈯

試
験
会
場　
防
衛
大
学
校

○
一
般
（
前
期
）

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈮
～
30
日
㈫

試
験
日　
11
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・

浜
田
合
同
庁
舎

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈮
～
30
日
㈫

試
験
日　
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
）

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
。）
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈮
～
30
日
㈫

試
験
日　
10
月
18
日
㈯

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

説
明
会
の
開
催

○
防
衛
大
学
校
説
明
会

日　
８
月
５
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

○
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
）
説
明
会

日　
８
月
６
日
㈬

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

○
航
空
学
生
説
明
会

日　
８
月
８
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

日　
７
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～(

１
時
間
程
度)

集
合
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

清
掃
場
所　
マ
リ
ン
大
橋
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
し
ま
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

碧
い
海
と
白
い
砂
浜
に
恵
ま
れ
た

石
見
海
浜
公
園
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
夏
一
番
の
楽
し
い
思
い
出
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

対
象　
高
校
生
以
上

日　
８
月
24
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時

開
会　
午
前
８
時
30
分

場　
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定　
60
チ
ー
ム

※　

１
チ
ー
ム
４
人
制
、
男
女
混
成

チ
ー
ム
で
す
。

※　

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
で
、
コ
ー

ト
内
で
プ
レ
ー
で
き
る
の
は
男
性

２
人
ま
で
で
す
。

料　
１
チ
ー
ム　

４
、
０
０
０
円

※　

傷
害
保
険
は
各
チ
ー
ム
で
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈭

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
直

接
申
し
込
む
か
、
又
は
現
金
書
留

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

国
分
町
１
６
４
４
‐
１
（
☎
�
２

　

２
３
１
）】

申
込
締
切
日　
７
月
23
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

　

部
浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
１
回
石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
参
加
者

募
　

集

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆
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広報はまだ：平成26年７月号　　　30

対
象　
小
学
生
以
上

日　
８
月
31
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分

開
会　
午
前
９
時

場　
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定　
先
着
32
チ
ー
ム

チ
ー
ム
編
成　
１
チ
ー
ム
10
人
ま
で

登
録
で
き
ま
す
。
試
合
人
数
１

チ
ー
ム
５
人
（
う
ち
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
１
人
）、
交
代
は
自
由
で
す
。

料　
１
チ
ー
ム　

４
、
０
０
０
円

※　

傷
害
保
険
は
各
チ
ー
ム
で
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
０
０
０
３　

国
分
町
１
６
４
４
‐
１
（
☎
�
２

２
３
１
・
▢ＦＡＸ
�
０
７
９
５
）】

　

乗
馬
や
馬
の
飼
育
作
業
を
通
し
て

「
思
い
や
り
の
心
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
体
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

　

小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３
年
生

日経
験
者
・
高
学
年
対
象

　

７
月
23
日
㈬
・
24
日
㈭

初
心
者
対
象

　

８
月
６
日
㈬
・
７
日
㈭

　

８
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭

場　
か
な
ぎ
ウ
ェ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク

定　
各
先
着
10
人

料　
１
５
、
４
０
０
円
（
税
込
）

※　

食
事
代
・
宿
泊
代
・
乗
馬
料
・

保
険
料
を
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
か
な
ぎ
ウ
ェ
ス
タ
ン
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク　

曽
根
さ
ん

（
☎
�
２
２
２
２
）

http://w
w
w
.iw

am
ifukushikai.

or.jp/riding/　

　

裸
婦
写
生
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
成
人

日　
７
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
27
日
㈰
は
午
前
９
時
～
午
後
２

時
50
分
ま
で
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
６
、
５
０
０
円

講
師　
北
本
雅
己
さ
ん（
日
展
会
員
・

東
光
会
理
事
）

申
込
締
切
日　
７
月
20
日
㈰

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

床
を
汚
さ
な
い
た
め
の
敷
物
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
近
藤
隆
夫
さ
ん
【
〒
６
９

　

７
‐
０
０
５
２　

港
町
16
番
地

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
９
２
４
）】

　

新
た
に
介
護
の
分
野
で
働
き
た
い

と
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、
介
護

の
専
門
資
格
取
得
を
支
援
し
、
介
護

保
険
施
設
な
ど
で
の
職
場
体
験
を
通

し
て
、
就
職
先
選
び
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

対
象　
介
護
分
野
で
の
就
職
を
希
望

し
て
い
る
人
で
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
に
全
日
程
参
加
可
能
な
人

研
修
期
間

８
月
18
日
㈪
～
９
月
30
日
㈫

場　
浜
田
市
内

定　
20
人
程
度

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
負
担
）

申
込
締
切
日　
７
月
25
日
㈮

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
石
見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

　

テ
ニ
ス
を
通
し
て
体
力
の
増
進
と
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生
以
下
（
ジ
ュ
ニ
ア
）・

中
学
生
以
上
（
一
般
）

日　
８
月
22
日
㈮
～
10
月
24
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日
（
延
べ
10
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定　
一
般
コ
ー
ス　
　
　

30
人

　
　

ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス　

10
人

料　
一
般　
　
　

３
、
０
０
０
円

　
　

ジ
ュ
ニ
ア　

１
、
５
０
０
円

※　

傷
害
保
険
は
個
人
で
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

７
月
・
８
月
の
日
曜
日
は
、
全
て

開
館
し
ま
す
。
日
曜
日
の
フ
リ
ー
タ

イ
ム
利
用
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

プ
ー
ル

対
象　
４
歳
以
上

※　

小
学
校
３
年
生
以
下
の
利
用
は
、

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

料　
大
人　
　
　
　

５
０
０
円

　
　

中
高
生　
　
　

４
０
０
円

　
　

小
学
生
以
下　

３
０
０
円

※　

利
用
は
、
２
時
間
以
内
で
す
。

※　

受
講
生
は
、
１
０
０
円
割
引
し

ま
す
。

※　

利
用
の
際
は
、
必
ず
ス
イ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

対
象　
16
歳
以
上

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料　
大
人　
　

４
０
０
円

　
　

高
校
生　

３
０
０
円

第
10
回
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会
in
石
見
海
浜
公
園
参
加
者

教
室
・
講
座

夏
期
乗
馬
ス
ク
ー
ル

第
４
回
山
光
会
浜
田

洋
画
講
習
会

介
護
分
野
で
の
就
職
を

支
援
し
ま
す

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

夏
の
特
別
開
館
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※　

利
用
は
、
２
時
間
以
内
で
す
。

※　

受
講
生
は
、
１
０
０
円
割
引
し

　

ま
す
。

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

　

殿
町
・
田
町
・
浅
井
町
に
ま
た
が

る
鏡
山
に
は
、
１
０
０
年
前
に
建
立

さ
れ
た
、
世
界
で
唯
一
の
ジ
ェ
ン

ナ
ー
頌
徳
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
熱
い
情
熱
と
行
動
力

を
注
い
だ
医
師
・
豊
原
勘
一
郎
の
資

料
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

日　
７
月
１
日
㈫
～
８
月
31
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※　

休
館
日
は
月
曜
日
と
、
祝
日
の

翌
日
で
す
。

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
は
第
１
木
曜

日
に
認
知
症
に
関
わ
る
様
々
な
取
組

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
予
防　

脳
活
性
化
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

内
容　
転
倒
を
予
防
す
る
簡
単
な
体

操
や
、
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
た
め
の
楽
し
い
ゲ
ー
ム

や
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
ま
す
。

日　
７
月
３
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

調
理
教
室　
水
分
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー

内
容　
夏
場
は
脱
水
で
一
過
性
の
認

知
症
状
が
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
日
々
の
食
事
を
工
夫
し
水

分
の
多
い
料
理
作
り
を
し
ま
す
。

日　
８
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

定　
先
着
10
人

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

療
育
音
楽　
音
楽
を
通
し
て
脳
と
身

体
を
活
性
化

内
容　
手
を
使
い
リ
ズ
ム
を
と
っ
て

楽
し
く
歌
を
歌
う
こ
と
で
全
身
の

血
行
を
良
く
し
、
脳
細
胞
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

日　
９
月
４
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

共
通

場　
ひ
だ
ま
り
ふ
っ
く
ら

※　

駐
車
場
は
、
市
営
栄
町
駐
車
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
１
時
間

の
無
料
券
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

料　
無
料（
コ
ー
ヒ
ー
代
１
０
０
円
）

※　

調
理
教
室
は
、
別
途
材
料
費
が

必
要
で
す
。

申
・
問　
齋
藤
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐

５
２
６
１
‐
９
７
４
７
）

　

海
に
生
き
抜
く
船
乗
り
た
ち
の
す

て
き
な
感
動
と
生
き
る
喜
び
・
人
生

の
充
実
感
・
自
然
の
美
し
さ
・
大
切

さ
が
分
か
る
写
真
（
約
40
点
）
を
展

示
し
ま
す
。

日　
７
月
５
日
㈯
～
11
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

料　
無
料

問　
波
濤
会
浜
田
支
部

　

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

紺
屋
町
商
店
街

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

７
月
５
日
㈯
の
七
夕
フ
ェ
ス
タ
に

は
、
し
ま
ね
っ
こ
が
来
ま
す
。

日　
７
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
・
19
日

㈯
（
雨
天
中
止
）

午
後
７
時
～
９
時
30
分
（
５
日
㈯

は
、
午
後
６
時
～
）

場　
こ
ん
や
ま
ち
商
店
街
ふ
れ
あ
い

ロ
ー
ド
（
歩
行
者
天
国
）

問　
段
原
酒
店
（
☎
�
０
３
２
３
）

新
町
商
店
街

　

神
楽
上
演
や
金
魚
す
く
い
、
各
種

お
祭
り
屋
台
な
ど
新
町
祭
り
を
開
催

し
ま
す
。

日　
７
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯
（
雨
天

中
止
）　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

場　
新
町
通
り
（
歩
行
者
天
国
）

問　
平
野
屋
（
☎
�
０
２
３
６
）

銀
天
街

　

神
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
大
蛇
な
ど
を
上
演
し
ま
す
。

日　
７
月
26
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
４
時
～
11
時

場　
浜
田
駅
前
銀
天
街
ど
ん
ち
っ
ち

タ
ウ
ン
周
辺
（
歩
行
者
天
国
）

問　
銀
天
街
事
務
所

（
☎
�
７
７
９
２
）

殿
町
商
店
街

「
さ
ま
ー
イ
ン
と
の
ま
ち
」
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
石
見
神
楽
の

上
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
27
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
６
時
～
９
時
30
分

場　
石
神
社
境
内（
浜
田
警
察
署
横
）

問　
ポ
ム
ア
ン
ク
ル
ー
ト

（
☎
�
５
５
３
１
）

　

島
村
抱
月
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、
軽
食
と
久

佐
・
上
長
屋
田
ば
や
し
保
存
会
に
よ

る
田
ば
や
し
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス　
６
㎞

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

※　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
６
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
11
時
～　
　

ス
タ
ー
ト　
午
前
11
時
30
分　

集
合
場
所　
久
佐
公
民
館

料　
３
０
０
円
（
軽
食
代
）

※　

小
学
生
以
下
は
、
無
料
で
す
。

※　

保
険
料
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

が
負
担
し
ま
す
。

※　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
７
月
４
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
久
佐
公
民
館

（
☎
�
２
６
６
６
）

浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０

７
‐
１
７
５
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
頌し

ょ
う

徳と
く

碑ひ

と

医
師
・
豊
原
勘
一
郎

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

第
2４
回
波は

濤と
う

を
越
え
て

「
１
マ
イ
ル
展
」

浜
田
市
商
店
街

土
曜
夜
市

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
久
佐
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家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
７
月
12
日
㈯　

午
後
２
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　

‐
５
９
６
０
）

日
頃
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
古

典
芸
能
「
狂
言
」
の
台
本
に
つ
い
て
、

登
場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
楽
し
み

方
の
解
説
を
交
え
て
読
む
会
で
す
。

日　
７
月
13
日
㈰　

　

午
後
１
時
～
２
時

場　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
観か

ん

世ぜ

流り
ゅ
う

青せ
い

謳お
う

会か
い　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

安
全
祈
願
祭
や
宝
さ
が
し
・
ぬ
る

ぬ
る
坂
道
ダ
ッ
シ
ュ
・
海
難
救
助
訓

練
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

場　
国
府
海
水
浴
場

問　
観
光
協
会
国
府
支
部

（
☎
�
２
５
６
５
）

　
「
学
び
・
健
や
か
・
暮
ら
し
い
き
い

き
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯
を
過
ご
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
集
い
を
開

催
し
ま
す
。団
体
の
活
動
報
告
や
劇
・

紙
芝
居
・
健
康
測
定
を
行
い
ま
す
。

日　
７
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

場　
弥
栄
会
館

料　
無
料

問　
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

　

映
画
鑑
賞
を
通
し
て
“
子
ど
も
が

子
ど
も
ら
し
く
あ
る
た
め
に
”
い
ま

私
た
ち
大
人
が
す
べ
き
こ
と
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　
子
ど
も
に
関
わ
る
全
て
の

人
・
子
育
て
中
の
人

日　
７
月
13
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

タ
イ
ト
ル　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
こ
ど
も
こ
そ
ミ
ラ
イ
」
‐
ま

だ
見
ぬ
保
育
の
世
界
‐

料　
１
人
３
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場　

花
田
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

　

突
然
誰
か
が
倒
れ
た
と
こ
ろ
に
遭

遇
し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
人
、
家
族
の
命

を
救
う
た
め
、
応
急
措
置
を
み
ん
な

で
勉
強
し
て
正
し
い
知
識
と
技
術
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

日　
７
月
15
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

講
師　
浜
田
消
防
署
職
員

定　
25
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
10
日
㈭

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

日　
７
月
16
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
神
経
痛
と
の
付
き
合
い
方

講
師　
土
井
克
史
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
診
療
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

三
瓶
自
然
館
学
芸
員
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
昆
虫
採
集
を
行
い
、
標

本
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生
以
上

日　
７
月
19
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
三
隅
中
央
会
館
及
び
大
麻
山
周

　

辺
定　
先
着
20
人

※　

小
学
校
低
学
年
は
、
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

料　
小
中
学
生　
　

１
、
２
０
０
円

　
　

高
校
生
以
上　

１
、
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
15
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

弁
当
・
水
筒
・
昆
虫
採
集
用
具

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
三
隅
支
所
産
業
課

（
☎
�
２
８
０
３
）

　

成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
健
全
な
食
生
活
は
、
健
康
な

心
身
を
育
む
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
将
来
の
食
習
慣
を
身

に
付
け
る
上
で
大
き
な
影
響
を
与
え

る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
基
礎

づ
く
り
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
親
子
給
食
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　
幼
児
と
保
護
者
に
分
か
れ
て
、

栄
養
教
諭
が
お
話
を
し
ま
す
。
話

の
後
は
、
小
学
校
低
学
年
用
の
給

食
を
食
べ
ま
す
。

保
護
者　
食
習
慣
の
基
礎
づ
く
り

幼
児　
食
べ
物
を
知
ろ
う

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
27
年
度
小

学
校
入
学
予
定
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

日　
７
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
浜
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
研
修

室
（
原
井
町
）

定　
35
組

料　
１
組
５
０
０
円

申
込
期
間　
７
月
１
日
㈫
午
前
９
時

～
11
日
㈮
正
午

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
学
校
給
食
会

（
☎
�
８
６
０
０
）

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

古
典
の
謡よ

み
聞
か
せ

第
３
回
「
昆こ

布ぶ

売う
り

」

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

第
1４
回
生
涯
学
習
と

　
　
　
健
康
福
祉
の
集
い

つ
な
が
る
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
西
部
交
流
会

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

市
民
公
開
講
座

大
麻
山
の
昆
虫
調
べ

親
子
給
食
会
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セ
ミ
ナ
ー
で
自
分
磨
き
を
行
い
な

が
ら
、
異
性
と
の
出
会
い
創
出
に
係

る
企
画
も
検
討
し
ま
す
。
若
年
農
業

者
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対
象　
農
業
従
事
者

日　
７
月
24
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

※　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
懇
親
会
が

あ
り
ま
す
。
別
途
参
加
費
が
必
要

で
す
。

場　
中
央
図
書
館

定　
20
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
17
日
㈭

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

参
加
申
込
書
は
、
本
庁
政
策
企

画
課
・
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー
及

び
各
支
所
自
治
振
興
課
に
あ
り
ま

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
８
月
に
三
隅
川
で
行
わ
れ
る

灯
篭
流
し
の
灯
篭
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。

日　
７
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

　

灯
篭　
　
　

（
１
個
）
３
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

旭
町
都
川
で
全
国
棚
田
百
選
に
選

ば
れ
た
美
し
い
棚
田
を
見
学
し
て
歩

き
ま
す
。
地
域
の
歴
史
を
訪
ね
赤
瓦

の
民
家
が
映
え
る
里
山
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
７
月
20
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
市
役
所
旭
支
所
前

料　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
18
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
建
築
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
０
９
９
３
）

　

三
重
県
松
阪
市
で
は
、
１
７
９
５

年
に
第
12
代
浜
田
藩
主
松
平
康
定
が

松
坂
藩
出
身
の
国
学
者
・
本
居
宣
長

に
贈
っ
た
「
駅
鈴
」
が
、
市
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
今
も
大
切
に
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

浜
田
市
と
松
阪
市
の
交
流
は
２
年

前
、
浜
田
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
会
が
古
事
記
編
纂
１
３
０
０

年
記
念
講
演
会
に
、「
古
事
記
伝
」

を
著
し
た
宣
長
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ

る
松
阪
市
か
ら
講
師
を
招
い
た
の
が

き
っ
か
け
で
始
ま
り
、
こ
の
た
び

２
０
１
９
年
に
控
え
た
浜
田
藩
開
府

４
０
０
年
に
向
け
、「
浜
田
市
・
松

阪
市
友
好
の
会
」
設
立
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

日　
７
月
20
日
㈰

開
演　
午
後
３
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

演
題　
５
０
０
キ
ロ
の
距
離
、
４
０

　

０
年
の
時
間
、
浜
田
と
松
坂

講
師　
吉
田
悦
之
さ
ん
（
公
益
財
団

法
人
鈴
屋
遺
蹟
保
存
会
・
本
居
宣

長
記
念
館
館
長
）

定　
２
０
０
人

料　
無
料

※　

当
日
は
午
後
２
時
か
ら
同
会
場

で
「
浜
田
市
・
松
阪
市
友
好
の
会
」

設
立
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
会

金
１
、
０
０
０
円
で
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
観
光
協
会
（
☎
�
１
０
８
５
）

　

年
に
１
度
の
定
期
公
演
で
す
。
今

回
も
古
典
の
ほ
か
に
歌
謡
舞
踊
や
民

謡
も
組
み
入
れ
、
日
本
舞
踊
を
よ
り

親
し
み
を
も
っ
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

大
田
市
の
春
暢
の
会
と
観
世
流
松

声
会
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
す
。

日　
７
月
27
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
１
、
０
０
０
円

問　
藤
惠
会　

藤
間
さ
ん

（
☎
�
３
３
９
９
）

　

浜
田
の
宝
で
あ
る
き
れ
い
な
海
を

も
っ
と
知
っ
て
、
み
ん
な
で
も
っ
と

海
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

主
な
体
験
内
容

・
藻
塩
作
り
体
験

・
テ
ン
ト
設
営
＆
飯
ご
う
炊
さ
ん

・
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
海
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

対
象　
小
学
校
４
～
６
年
生

日　
７
月
29
日
㈫
・
30
日
㈬

集
合　
29
日
㈫　

午
前
８
時
30
分

解
散　
30
日
㈬　

午
後
４
時

場　
石
見
海
浜
公
園

指
導
者　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
浜
田

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ

定　
先
着
20
人

料　
５
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
18
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
往
信
表
面
】
〒
６
９
７
‐
０
０
２

　

７　

浜
田
市
殿
町
６
‐
１　

浜
田

公
民
館
あ
て

【
往
信
裏
面
】
希
望
者
の
郵
便
番
号

・
住
所
・
参
加
す
る
子
ど
も
の
氏

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

子
ど
も
の
氏
名
に
は
、
ふ
り
が

な
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
表
面
】
申
込
者
の
郵
便
番
号

・
住
所
・
保
護
者
の
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
信
裏
面
】
何
も
書
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

す
。

※　

参
加
者
に
は
、
後
日
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
政
策
企
画
課
定
住
推

　

進
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
２

　

０
０
・
▢ＦＡＸ
�
１
８
６
６
）】

Em
ail:seisaku@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

第
３
回
幸
せ
を
呼
ぶ
嫁
恋
塾

～
農
業
男
子
編
～

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

第
22
回
我
が
街
並
み

　
　
　
　
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

第
１
４
６
回
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
歴
史
紀
行

浜
田
市
・
松
阪
市
友
好
の
会

設
立
記
念
講
演
会

藤
間
流　
藤
惠
会

　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

浜
っ
子
★
キ
ャ
ン
プ　
２
０
１
４

　
～
浜
田
の
海
を

　
　
　
満
喫
し
よ
う
！
～

　

　

　　　



広報はまだ：平成26年７月号　　　34

　

「
花
と
少
年
」・「
さ
ば
く
の
宝
の

城
」・「
交
通
安
全
ア
ニ
メ
」（
予
定
）

を
上
映
し
ま
す
。

日　
８
月
１
日
㈮
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
７
時
20
分
～
８
時
45
分

場　
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

料　
無
料

問　
瀬
戸
ケ
島
ア
ニ
メ
実
行
委
員
会

　

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

日　
８
月
１
日
㈮　

　

午
前
９
時
～
正
午

場　
今
福
ス
ポ
ー
ツ
広
場
施
設

定　
先
着
96
人

料　
３
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
18
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
き
ん
た
」

（
☎
�
１
２
３
８
）

　

花
火
・
石
見
神
楽
の
ほ
か
、
観
光

大
使
交
代
式
・
他
市
と
の
交
流
会
が

あ
り
、
市
民
の
夜
店
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
２
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
後
５
時
～
10
時

※　

荒
天
中
止
の
場
合
は
、
花
火
の

み
翌
日
３
日
㈰
に
順
延
し
ま
す
。

場　
浜
田
漁
港
７
号
岸
壁
周
辺

問　
観
光
協
会
内　

浜
っ
子
夏
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
☎
�
１
０
８
５
）

　

島
根
県
教
育
委
員
会
で
は
、
石
見

の
歴
史
文
化
に
関
す
る
巡
回
講
座
を

浜
田
で
４
回
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
昨
年
「
古
代
歴
史
文
化

み
え
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た
斎
藤
英
喜

先
生
を
招
い
て
、
浜
田
に
ゆ
か
り
の

深
い
本
居
宣
長
と
古
事
記
に
つ
い
て
、

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
２
回
は
９
月
13
日
㈯
に
石
見
銀

山
遺
跡
と
浜
田
藩
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
す
。

日　
８
月
２
日
㈯　

　

午
後
２
時
～
４
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

　

ル
演
題　
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
の

謎
と
本
居
宣
長

講
師　
斎
藤
英
喜
さ
ん
（
佛
教
大
学

教
授
）

料　
無
料

問　
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
７
５
０
）

　

市
で
は
若
者
が
働
き
、
出
会
い
、

結
婚
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
近
隣
市
町
と

連
携
し
、
企
業
間
に
お
け
る
未
婚
男

女
の
交
流
「
縁
結
びC

afe

」
を
開

催
し
ま
す
。

　
「
職
場
と
家
の
往
復
で
な
か
な
か

出
会
い
が
な
い
…
」「
ひ
と
り
で
参

加
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う

人
、
こ
の
機
会
に
職
場
の
仲
間
と

い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
20
～
40
歳
代
の
独
身
男
女

日　
８
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

場　
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ

定　
48
人
（
男
女
各
３
人
×
８
組
）

※　

会
社
ご
と
に
３
人
１
組
（
同
性

同
士
）
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

職
場
が
違
っ
て
も
、
看
護
師
や

保
育
士
な
ど
同
職
種
で
の
応
募
は

で
き
ま
す
。

料　
１
人
２
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
８
月
４
日
㈪

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

参
加
申
込
書
は
、
本
庁
政
策
企

画
課
及
び
各
支
所
自
治
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。参
加
者
へ
は
、

後
日
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
政
策
企
画
課
定
住
推

進
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
２

０
０
・
▢ＦＡＸ
�
１
８
６
６
）

Em
ail:seisaku@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

夏
休
み
期
間
中
（
７
月
20
日
㈰
～

８
月
31
日
㈰
）
は
、
無
休
で
開
館
し

ま
す
。

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

ア
ク
ア
ス
夏
の
特
別
展
「
祭
」

　

よ
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
み
て
ら
っ

し
ゃ
い
。
お
祭
り
に
関
係
す
る
生
物

を
紹
介
し
ま
す
。

日　
７
月
19
日
㈯
～
９
月
23
日
㈷

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

ナ
ゾ
解
き
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ海
底
都
市
ア
ク
ア
ス
～
４
人
の
勇
者

と
シ
ロ
イ
ル
カ
の
魔
法
の
リ
ン
グ
～

　

選
べ
る
コ
ー
ス
は
全
部
で
４
つ
。

ア
ク
ア
ス
で
４
つ
の
リ
ン
グ
の
謎
を

解
こ
う
！

日　
９
月
23
日
㈷
ま
で

受
付　
ア
ク
ア
ス
１
階
総
合
案
内
所

付
近
特
設
コ
ー
ナ
ー

料　
１
コ
ー
ス　
　
　

３
０
０
円

マ
ス
タ
ー
セ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

※　

好
き
な
コ
ー
ス
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
マ
ス
タ
ー
セ
ッ
ト
は
、
４

つ
の
コ
ー
ス
が
セ
ッ
ト
に
な
り
ま

す
。

※　

入
館
料
は
、
別
途
必
要
で
す
。

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

夏
休
み
の
主
役
は
子
ど
も
た
ち
！

小
学
生
・
中
学
生
限
定
で
ア
ク
ア
ス

の
裏
側
を
探
検
し
ま
す
。
水
槽
の
裏

側
や
、
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
現
場
を
見

て
み
よ
う
！
ど
こ
に
行
く
か
は
当
日

の
お
楽
し
み
♪

対
象　
小
学
生
・
中
学
生

日　
７
月
19
日
㈯
～
８
月
31
日
㈰　

※　

８
月
13
日
㈬
か
ら
17
日
㈰
の
お

　

盆
期
間
は
除
き
ま
す
。

　

①
午
前
11
時
か
ら

　

②
午
後
１
時
か
ら

定　
各
回
15
人

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

第
32
回
瀬
戸
ケ
島

　
　
　
　
　
ア
ニ
メ
祭
り

第
２
回
今
福
ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ

２
０
１
４
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

第
１
回
石
見
国
巡
回
講
座

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
の

　
　
　
　
　
謎
と
本
居
宣
長

縁
結
びcafe

　　

　　

　　

　　　



35　　　広報はまだ：平成26年７月号

料　
無
料

※　

入
館
料
に
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
参
加
当
日
１
階
総
合
案

内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
ス
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者

募
集
中
で
す

　

詳
し
く
は
、
ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

６
日
㈰　

上
府
神
楽
社
中　

　

13
日
㈰　

佐
野
神
楽
社
中

　

20
日
㈰　

倭
川
戸
神
楽
社
中

　

21
日
㈷　

波
子
神
楽
社
中

　

27
日
㈰　

久
木
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

絵
本
原
画
展　
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ

ス
と
な
か
ま
た
ち

　

１
９
４
３
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま

れ
た
「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
と
な

か
ま
た
ち
」。
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
な

ど
で
よ
く
知
ら
れ
、
今
日
ま
す
ま
す

人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
約
３
０
０
点
の
絵
本

原
画
や
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
に
使
用
さ

れ
た
機
関
車
の
車
輌
モ
デ
ル
な
ど
を

展
示
し
、
そ
の
世
界
観
を
紹
介
し
ま

す
。

日　
７
月
21
日
㈷
ま
で

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時

ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

料　一
般　

１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　
　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
中
高
生　

３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
、
20
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

ト
ー
マ
ス
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を

作
ろ
う

　

の
り
を
使
っ
て
、
ト
ー
マ
ス
の
紙

模
型
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

対
象　
５
歳
以
上

日　
７
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
最
終
受
付
は
午
後
４
時
30
分
）

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

定　
先
着
１
０
０
人

料　
無
料

※　

の
り
を
使
い
ま
す
。
子
ど
も
に

は
、
保
護
者
が
つ
い
て
一
緒
に
制

作
し
て
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
夏
イ
ベ
ン
ト　

V
ol.1

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
メ
ガ
ス
タ
ー
ゼ

ロ
」

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」
初
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
！ 

　

２
２
０
万
も
の
星
た
ち
が
神
秘
の

世
界
を
描
く
「
メ
ガ
ス
タ
ー
ゼ
ロ
」。

満
天
の
星
に
包
ま
れ
て
、
宇
宙
の
大

き
な
時
の
流
れ
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
み

ま
せ
ん
か
？

日　
８
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭

　

①
午
前
10
時
30
分

　

②
午
前
11
時
30
分

　

③
午
後
１
時

　

④
午
後
２
時

　

⑤
午
後
３
時

※　

開
場
は
、
各
開
始
10
分
前
。
上

映
時
間
は
約
20
分
で
す
。

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

定　
各
回
40
人

料　
全
席
自
由　

５
０
０
円

※　

子
ど
も
の
膝
上
鑑
賞
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
座
席
利
用
の
場
合
は
有

料
で
す
。

※　

チ
ケ
ッ
ト
は
グ
ラ
ン
ト
ワ
総
合

案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
６

�
１
８
７
１
）
で
販
売
中
で
す
。

　

松
江
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記
の

申
請
に
関
す
る
相
談
は
、
予
約
制
と

し
て
い
ま
す
。

　

申
請
手
続
に
関
す
る
相
談
は
、
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
動
産
登
記
に
関
す
る
こ
と

問　
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

商
業
・
法
人
登
記
に
関
す
る
こ
と

問　
松
江
地
方
法
務
局
登
記
部
門

（
☎
０
８
５
２
�
４
２
２
３
）

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
７
月
17
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

　

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

土
地
の
表
題
、
分
筆
、
合
筆
、
地

目
変
更
、
地
積
更
正
の
登
記
、
境
界

の
問
題
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
に

伴
う
表
示
に
関
す
る
登
記
等
の
相
談

を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日　
７
月
31
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館
第
１
研
修
室

問　
島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
３
５
２
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

登
記
相
談

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

土
地
家
屋
調
査
士
の
日

無
料
登
記
相
談
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,987 20,025 22,348 42,373
金 城 1,922 2,185 2,377 4,562

旭 1,403 1,474 1,577 3,051
弥 栄 698 674 746 1,420
三 隅 2,908 3,042 3,393 6,435
合 計 26,918 27,400 30,441 57,841

人　口（５月末現在）

（単位：人）

　元気な声で訓練に励む浜田海洋少年団は、小学校１年生から高校生までの26人
の団員で活動しています。浜田海洋少年団は、漁業が盛んで子どもたちが海に慣
れ親しんでいる長浜町で、昭和40年に県内唯一の団として発足しました。
　少年団は、月に２回程度、長浜公民館でロープワーク・手旗信号・集団行動で
の基本動作の訓練を中心に活動し、大会出場を目指して訓練を続けています。こ
のほか、青い羽根募金活動・海岸清掃の奉仕活動・水泳訓練なども行っています。
　海岸清掃や水泳訓練では、浜田海上保安部の協力により、漂着ゴミを通じて風
の吹き方や潮の流れといった海のことや、救命の指導を受けています。
　平成24年には、これまでの海岸清掃を通じた社会奉仕活動が高く評価され、緑
綬褒章を受章されました。
　事務局と指導者を務める米井隆さんは「訓練を通じて子どもたちが成長してい
く姿を見るのはとてもうれしい。将来は少年団としてがんばった子が団長として、
団を守っていってほしい」と笑顔で話していました。

浜田海洋少年団（浜田）

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地


